
2020 年（令和２年）１月 第57号

　「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
へ
―
―
令
和
の
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
道
の

駅
の
姿
を
議
論
し
て
き
た
国
土
交
通
省
の
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検
討
会

は
11
月
、『「
２
０
２
５
年
」
に
目
指
す
３
つ
の
姿
』
を
軸
と
す
る
答
申
を
ま

と
め
、
委
員
長
の
石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
が
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大

臣
に
手
交
し
た
。
地
球
温
暖
化
な
ど
で
大
災
害
が
頻
発
す
る
中
、新
た
な「
防

災
道
の
駅
」
制
度
の
導
入
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
一
方
、
一
般
社
団
法
人
全

国
道
の
駅
連
絡
会
は
10
月
、
香
川
県
宇
多
津
町
で
法
人
化
後
初
と
な
る
第
８

回
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、「
道
の
駅
の
日
」
制
定
を
決
議
す
る
な
ど
、

活
動
の
幅
を
広
げ
る
。災
害
時
の
対
応
な
ど
公
益
的
な
機
能
を
さ
ら
に
強
化
、

道
の
駅
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
う
「
宇
多
津
宣
言
」
を
採
択
。

令
和
の
道
の
駅
の
姿
が
見
え
て
き
た
。

　自
然
災
害
が
年
々
激
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
令
和
元
年
秋
は
台
風
や
大
雨
、

洪
水
な
ど
災
害
が
相
次
ぎ
、
特
に
今
年

は
被
害
が
全
国
に
及
び
被
害
規
模
も
大

き
か
っ
た
。
道
の
駅
が
「
防
災
拠
点
」

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
が
広
く
認

知
さ
れ
た
の
は
、
２
０
０
４
（
平
成
１

６
）
年
10
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越

地
震
の
時
だ
っ
た
。
道
の
駅
が
一
時
避

難
所
に
な
っ
た
り
、
救
援
・
復
旧
の
基

地
に
な
る
な
ど
活
躍
し
た
。

　そ
れ
か
ら
15
年
。
今
回
は
道
の
駅
自

体
も
各
地
で
被
災
し
た
。
そ
れ
で
も
道

の
駅
は
頑
張
っ
た
。
こ
の
15
年
の
間
に

多
く
の
災
害
か
ら
学
び
、
災
害
へ
の
意

識
を
高
め
て
備
え
を
充
実
さ
せ
て
き

た
。
そ
の
結
果
が
「
道
の
駅
」
第
３
ス

テ
ー
ジ
に
「
防
災
道
の
駅
」
制
度
を
導

入
す
る
提
言
に
つ
な
が
る
。
総
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
採
択
し
た
「
宇
多
津
宣

言
」
も
、
道
の
駅
が
地
域
の
防
災
拠
点

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

　道
の
駅
の
防
災
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
現
実
の
災
害
に
学
ぶ
他
に
方
法
は

な
い
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
岩
手
県
陸
前
高

田
市
で
９
月
、
高
田
松
原
津
波
復
興
祈

念
公
園
・
国
営
追
悼
記
念
施
設
が
一
部

オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
中
に
東
日
本
大

震
災
津
波
伝
承
館
が
あ
り
、
壊
滅
し
た

道
の
駅
「
高
田
松
原
」
も
併
設
し
て
復

新たな姿 令和の道の駅

特集　令和の道の駅� １～５面
高田松原津波復興祈念公園オープン� ５面
列島保全への課題� ６面
リレー防災セミナー静岡・富士宮� ８〜９面
ナショナルサイクルルート　� 10 面
読者の声／パズル／プレゼント� 14 〜 15 面

第57号　ＩＮＤＥＸ

道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

活
。
大
震
災
の
教
訓
が
学
べ
る
貴
重
な

施
設
で
あ
る
。

　一
般
社
団
法
人
に
な
っ
た
全
国
道
の

駅
連
絡
会
が
、
存
在
感
を
示
す
第
一
歩

と
し
て
踏
み
込
ん
だ
の
は
「
道
の
駅
の

日
」
の
制
定
で
あ
る
。
気
候
が
安
定
し

観
光
な
ど
の
交
流
が
活
発
に
な
る
時
期

を
考
え
、
第
１
回
道
の
駅
に
１
０
３
駅

が
登
録
さ
れ
た
４
月
22
日
（
１
９
９
３

年
）
に
決
定
。
来
年
４
月
ま
で
に
「
道

の
駅
の
日
」
を
社
会
に
認
知
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ

て
「
道
の
駅
の
日
」
を
盛
り
上
げ
る
か
、

事
業
化
へ
の
力
量
が
問
わ
れ
る
。

　道
の
駅
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

た
提
言
を
受
け
、
新
規
施
策
の
具
体
化

に
向
け
、令
和
の
道
の
駅
が
動
き
出
す
。

「
道
の
駅
の
日
」
制
定
を
決
議

台
風
15
号
で
シ
ン
ボ
ル
の
と
ん
が
り
屋
根
が
吹
っ
飛
ぶ
被
害
を
受
け
た
千
葉
県
南
房
総
市
の
道
の
駅
「
と
み
う
ら
枇
杷

倶
楽
部
」
を
、
本
場
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
訪
れ
、
地
元
の
園
児
ら
を
励
ま
し
、
交
流
し
た
＝
13
面
に

関
連
記
事
。
サ
ン
タ
が
座
っ
て
い
る
真
上
が
吹
き
飛
ん
だ
屋
根
。
滝
の
よ
う
に
雨
が
流
れ
込
み
、
大
き
な
被
害
を
受
け

た
＝
9
面
に
関
連
記
事

しらたき
河本洋子店長

　オホーツク圏への玄関口となる道の

北海道遠軽町奥白滝
国道 450/333 号　TEL.0158-48-2175

駅。エゾシカやヒグマの缶詰等地元特産品のほか、
併設する直売所では季節毎に旬の野菜が並びま
す。黒曜石原産地としても有名で、日本ジオパー
クにも認定されており、遠軽町埋蔵文化財センター
に黒曜石で作られた石器等が展示されています。

めぐみ白山
和田善亮駅長

　里・山・海の幸すべての旬が揃う恵

石川県白山市宮丸町 2183
国道 8号　TEL.076-276-8931

まれた地域の白山。野菜のほか白山の清らかな伏
流水から作られる堅豆腐、白山菊酒や醤油、お酢
などの発酵食品がおすすめです。観光情報コー
ナーの大型パノラマスクリーンでは伝統文化、食、
自然をテーマにした迫力ある映像を楽しめます。

グランテラス筑西
鈴木一志駅長

　令和元年 7 月にオ－プンしました。

茨城県筑西市川澄 1850
国道 50 号バイパス　TEL.0296-45-5055

北関東最大級の規模を誇り、コンセプトは「複合
型ハイブリッド道の駅」で、あらゆる機能を配備
し “三世代時間消費型” を目指す新しいタイプで
す。五つの建物と筑波山を望む展望台など、屋外
施設も充実させ皆様の来場をお待ちしています。
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2020 年（令和２年）１月第57号

　四
国
で
初
の
開
催
と
な
っ
た
第
８
回
全
国
道
の
駅
連
絡
会
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
10
月
23
日
、
香
川
県
宇
多

津
町
で
開
か
れ
た
。
折
り
し
も
台
風
15
号
被
害
に
19
号
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
さ
ら
に
強
い
低
気
圧
に
よ
る
大
雨

が
重
な
る
な
ど
全
国
的
に
甚
大
被
害
が
広
が
る
中
で
の
開
催
に
な
っ
た
。

千
葉
県
道
の
駅
は
26
駅
で
台
風
被
害

　挨
拶
し
た
石
井
裕
会
長
は
千
葉

県
南
房
総
市
の
市
長
。
平
成
の
市

町
村
合
併
で
市
域
が
広
が
り
、
市

内
に
は
現
在
日
本
で
一
番
多
い
８

カ
所
の
道
の
駅
を
抱
え
る
。
そ
の

多
く
の
駅
は
台
風
15
号
の
被
害
を

受
け
て
復
旧
の
真
っ
た
だ
中
。
そ

れ
だ
け
に
「
道
の
駅
の
防
災
拠
点

化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
」
と
の
挨
拶
は
、
切
実
な

呼
び
掛
け
に
な
っ
た
。

　来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
国
土
交
通

省
の
池
田
豊
人
道
路
局
長
も
、
長

野
市
の
千
曲
川
や
宮
城
県
丸
森
町

の
阿
武
隈
川
の
洪
水
な
ど
の
対
策

の
合
間
を
縫
っ
て
駆
け
付
け
た
。

「
気
候
変
動
で
災
害
が
頻
発
し
被

害
も
甚
大
化
し
て
い
る
。
地
方
創

生
で
地
域
の
核
と
な
る
べ
き
道
の

駅
は
、
公
的
施
設
と
し
て
災
害
時

「防災拠点としての存在感」さらに

周辺店舗や住戸が停電する中、
明るく輝く道の駅「むつざわ」

宇多津宣言を読み上げる首長ら

　総
会
の
中
で
９
月
９
日
未
明
に

千
葉
市
付
近
に
上
陸
し
、
最
大
で

93
万
戸
を
超
え
る
大
規
模
停
電
が

発
生
し
た
、
台
風
15
号
に
関
わ
る

道
の
駅
の
被
災
状
況
と
対
応
に
つ

い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

　関
東
ブ
ロ
ッ
ク
「
道
の
駅
」
連

絡
会
の
調
べ
で
は
、
９
月
20
日
の

時
点
で
同
県
内
29
駅
中
「
被
害
な

し
」
は
３
駅
だ
け
。
建
物
倒
壊
、

外
壁
損
傷
、
ト
イ
レ
使
用
不
能
な

ど
が
14
駅
、
停
電
19
駅
、
電
話
不

通
19
駅
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
駅
で
商
品
販
売
が
出
来
ず
営

業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　全
国
道
の
駅
連
絡
会
は
南
房
総

市
に
支
援
物
資
を
提
供
、
現
地
調

査
し
た
ほ
か
、
全
国
の
道
の
駅
に

台
風
被
害
支
援
の
募
金
箱
の
設
置

を
呼
び
か
け
る
な
ど
対
応
し
た
。

道
の
駅
「
む
つ
ざ
わ
」		

温
水
シ
ャ
ワ
ー
提
供

　千
葉
県
睦
沢
町
で
重
点
「
道
の

駅
」
に
指
定
さ
れ
防
災
拠
点
化
を

進
め
て
き
た
「
む
つ
ざ
わ

　つ
ど

い
の
郷
」
が
、
10
月
１
日
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、
大

規
模
停
電
の
中
、
存
在
感
を
示
し

た
。「
む
つ
ざ
わ
」
は
台
風
15
号

直
撃
翌
日
の
９
月
10
日
、
温
浴
施

設
「
つ
ど
い
の
湯
」
で
周
辺
住
民

に
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
無
料
提
供
、

延
べ
１
０
０
０
人
が
利
用
し
た
。

携
帯
電
話
の
充
電
に
も
町
民
が
押

し
寄
せ
、
周
辺
が
停
電
す
る
中
、

夜
も
照
明
を
灯
し
続
け
た
。

　そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
同
町

と
地
元
企
業
が
設
立
し
た
新
電
力

「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
む
つ
ざ
わ
エ
ナ
ジ

ー
」
の
ガ
ス
発
電
だ
。
同
町
で
生

産
さ
れ
た
天
然
ガ
ス
の
供
給
を
受

け
、
ガ
ス
発
電
で
「
む
つ
ざ
わ
ス

マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
」
に

地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給

す
る
事
業
で
、
９
月
１
日
に
始
め

た
ば
か
り
。間
も
な
い
９
日
未
明
、

台
風
15
号
の
強
風
で
東
京
電
力
の

送
配
電
線
が
損
傷
し
、
同
タ
ウ
ン

も
一
時
的
に
停
電
し
た
。

　だ
が
、
電
線
の
地
中
化
で
送
配

電
線
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

同
社
は
す
ぐ
に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発

電
機
を
立
ち
上
げ
、
町
営
住
宅
と

道
の
駅
の
重
要
設
備
へ
送
電
。
翌

10
日
朝
に
は
、
発
電
機
の
排
熱
等

で
水
道
水
を
加
温
し
、
道
の
駅
が

温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
供
給
で
き
た
。

　道
の
駅
「
む
つ
ざ
わ
」
は
広
域

災
害
で
防
災
拠
点
機
能
を
担
う
と

し
て
重
点
「
道
の
駅
」
に
選
定
さ

れ
、
10
月
１
日
に
正
式
オ
ー
プ
ン

の
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の
直
前
に

早
速
威
力
を
発
揮
し
、
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。

の
役
割
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る
。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
あ
り
方
を

探
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　四
国
で
初
め
て
開
い
た
全
国
道

の
駅
連
絡
会
の
総
会
の
た
め
、
四

国
地
区
「
道
の
駅
」
連
絡
会
を
代

表
し
て
影
治
信
良
美
波
町
長
が

「
道
の
駅
の
日
」
制
定
を
提
案
。

山
の
日
、
海
の
日
な
ど
多
く
の
記

念
日
が
あ
り
、
１
１
６
０
駅
に
も

増
え
た
道
の
駅
に
記
念
日
が
あ
っ

て
よ
い
と
の
趣
旨
。
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
広
報
に
役
立
ち
、
道
の
駅

の
連
係
強
化
、
販
売
促
進
、
賑
わ

い
創
出
に
つ
な
が
る
と
訴
え
た
。

　候
補
日
と
し
て
「
道
の
駅
」
の

提
言
が
出
さ
れ
た
１
月
18
日
／
道

の
駅
の
整
備
に
関
す
る
要
項
が
制

定
さ
れ
た
２
月
23
日
／
１
０
３
駅

が
第
１
回
道
の
駅
登
録
さ
れ
た
４

月
22
日
の
３
案
の
中
か
ら
４
月
22

日
に
決
定
。
こ
の
日
を
含
む
週
を

「
道
の
駅
週
間
」
と
す
る
こ
と
も

決
め
た
。

道の駅「むつざわ」

奈良井木曽の大橋
小口利幸駅長

　道の駅の真ん中を奈良井川の清流が

長野県塩尻市奈良井 1346-3
国道 19 号　TEL.0263-52-0280

流れ、美しい総桧造りの太鼓橋を渡ると緑豊かな
水辺公園が広がります。駐車場は国道沿いのほか
水辺公園側にもあり、公園側に情報スペースとト
イレが設置されています。食堂、物産販売施設は
ありません。重要伝建地区の奈良井宿は近く。

人吉
井上敬明駅長代理

　開園から30年を迎えた「人吉クラフ

熊本県人吉市赤池原町 1425-1
国道 219 号　TEL.0966-22-6700

トパーク石野公園」が道の駅として再出発しまし
た。全国でも珍しい鍛冶体験や郷土玩具きじ馬・
花手箱の絵付けをはじめクラフト体験ができ、さ
らにキャンプ場、子ども広場、レンタサイクルな
どアウトドアレジャー拠点としても人気です。

しんしのつ
石塚隆駅長

　札幌市内から車で50分。冬はわかさ

北海道新篠津村第 45線北 2
道道 139 号　TEL.0126-58-3166

ぎ釣り、夏はキャンプ場、ホテル宿泊、日帰り温
泉入浴が楽しめる施設。露天風呂から夏はボート
や水陸両用車で賑わうしのつ湖を眺め、心も体も
リフレッシュできます。地場のものを使用した絶
品ジェラートが皆さまをお待ちしています。
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　総
会
に
続
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
、
石
田
東
生
筑
波
大
学
名

誉
教
授
が
、
自
身
が
委
員
長
を
務

め
て
ま
と
め
た
新
「
道
の
駅
」
あ

り
方
検
討
会
の
提
言
を
中
心
に
、

「
道
の
駅

　第
３
ス
テ
ー
ジ
へ
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し
た
。

　災
害
時
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅

は
新
潟
県
中
越
地
震
で
の
「
ク
ロ

連絡会総会開く

ス
テ
ン
十
日
町
」
や
東
日
本
大
震

災
時
の
「
遠
野
・
風
の
丘
」
の
活

躍
（
第
１
ス
テ
ー
ジ
）
以
来
、
熊

本
地
震
や
西
日
本
豪
雨
、
今
回
の

台
風
15
・
19
号
で
防
災
意
識
が
強

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
第
２
ス
テ
ー
ジ
）
と
説
明
。

　第
３
ス
テ
ー
ジ
で
は
広
域
的
な

防
災
機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
、

管内の道の駅が被災する中、挨拶する石井会長

　全国道の駅連絡会の法人化後、初となる総会・シンポジウムを本日ここ香川県
宇多津町において開催しました。

　「道の駅 」は、平成 5 年の制度創設から四半世紀が経過し、全国に１１６０ 駅
と展開され、「令和」という新しい時代を迎えた今、「道の駅」も新たなステージ
へと、果敢に挑戦していくことが必要です。

　シンポジウムでは、「道の駅」の第 3 ステージに向けて、地方創生や観光を加
速する拠点と して機能を発揮するための方策や、風景街道をはじめ様々な主体
との連携のあり方について、議論を深めました。

　近年、「道の駅」では訪日外国人観光客が大幅に増加しており、多言語対応や
キャッシュレスといった基本サービスの充実に加え、地域ぐるみで受入環境を整
備するなど、新たなインバウンド観光拠点となるための取組みを進める必要があ
ります。

　また、頻発化・激甚化する災害等に対して、「道の駅」が地域の防災拠点とし
て機能するための BCP 策定や防災訓練等の実施に加え、周辺の防災施設や道の
駅と連携して、広域的な 防災拠点として機能を発揮する新たな「防災道の駅」
を整備するなどの取組みも進める必要があります。

　私たち全国道の駅連絡会は、各ブロックの道の駅連絡会との緊密な連携と、国
等の関係機関からの支援の更なる充実の下で、これらの取組みを着実に進めると
ともに、法人化の目的の１つである民間のアイデア等を効果的に活用するエー
ジェント機能を十分に発揮することによって、「道の駅」全体、そして地域の発
展に貢献していくことを、ここに宣言いたします。
 令和元年 10 月 23 日　　
 一般社団法人全国道の駅連絡会　　

　シンポジウムでは、「道の駅」の第 3 ステージに向けて、地方創生や観光を加
速する拠点と して機能を発揮するための方策や、風景街道をはじめ様々な主体
との連携のあり方について、議論を深めました。

　近年、「道の駅」では訪日外国人観光客が大幅に増加しており、多言語対応や
キャッシュレスといった基本サービスの充実に加え、地域ぐるみで受入環境を整
備するなど、新たなインバウンド観光拠点となるための取組みを進める必要があ

　また、頻発化・激甚化する災害等に対して、「道の駅」が地域の防災拠点とし
て機能するための BCP 策定や防災訓練等の実施に加え、周辺の防災施設や道の

一般社団法人全国道の駅連絡会総会・シンポジウム in 宇多津
宇多津宣言

基
調
講
演

　

  「
防
災
道
の
駅
」
制
度
の
導
入
こ
そ

　
　
　
　
　
石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授

　道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
で
重
要

と
な
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
国
が
目
指
す

方
向
性
に
つ
い
て
、
道
の
駅
の
政

策
を
担
う
国
土
交
通
省
道
路
局
企

画
課
の
水
野
宏
治
評
価
室
長
が
次

の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

　
　
　◇

　
　◇

　今
や
道
の
駅
は
道
路
利
用
者
だ

け
で
な
く
地
域
か
ら
も
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
土

交
通
省
は
２
０
２
０
年
か
ら
、
第

３
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
「
地
方
創
生

・
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
新
た
な
時
代
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　中
で
も
、
道
の
駅
が
災
害
時
に

お
い
て
も
地
域
の
拠
点
と
し
て
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ

け
、
防
災
施
設
の
整
備
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
道
の
駅
が
約
５
０
０

駅
あ
る
一
方
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し

て
い
る
道
の
駅
は
15
駅
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国

直
轄
事
業
で
整
備
し
た
道
の
駅
に

つ
い
て
、
今
後
３
年
間
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
を
完
了
、
25
年
に
は
地
域

防
災
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
全

て
の
道
の
駅
で
策
定
を
完
了
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　最
近
、
災
害
は
頻
発
化
し
激
甚

化
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
安
全
・

安
心
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
是

非
、
皆
様
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
拠
点
と
し
て
役
割
が
重
要
に

新
た
な
「
防
災
道
の
駅
」
制
度
を

導
入
し
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
重
点
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
、
と
訴
え
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を

　さ
ら
に
、
地
域
の
防
災
機
能
の

強
化
が
不
可
欠
と
し
、
こ
の
た
め

に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
が
急
が
れ
る
と
指
摘
。

　道
の
駅
は
公
共
施
設
で
あ
り
、

非
常
時
に
は
人
を
助
け
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
自
ら
が
ま

ず
立
ち
行
く
こ
と
が
重
要
で
、
公

共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
最
低
限
の
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
ハ
ザ

ー
ド
を
踏
ま
え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
必

須
、
と
強
調
し
た
。

基調講演をする石田教授

災害対策の合間に駆け付けた池田道路局長

【ＢＣＰ】　Business Continuity Plan の略。事業継続計画と訳
すことが多い。行政や企業が自然災害やテロなどの緊急事態に
直面した際、事業を早期復旧できるよう事前に策定した行動計
画を指し、復旧作業の優先順位などを盛り込んでいる。

つぐ高原グリーンパーク
原田茂昭駅長

　奥三河標高 900 メートルにある日本

愛知県設楽町津具東山 2-156 
県道 10 号　TEL.0536-83-2344

でもトップクラスのトータルアウトドア施設。バ
ンガロー・オートキャンプ場など宿泊施設から、
テニスコート・パターゴルフ場・グラウンド・マ
ス釣り場、さらに親水施設や森林浴など本格派か
ら気軽な家族連れまで幅広く 1 日楽しめます。

とようら
村井洋一駅長

　南はダイナミックな巨石や断崖が並

北海道豊浦町旭町 65-8
国道 37 号 / 道道 97 号　TEL.0142-83-1010

ぶ噴火湾海岸線に面し、北は蝦夷富士羊蹄山を眺
望する風光明媚な場所にあります。施設内では、
生鮮野菜、水産物や加工品などの地場産品を販売
しています。いちごソフトクリームは大人気商品
となっております。皆様ぜひお越しください。

とざわ
土田文子駅長

異国情緒溢れる宮殿風の外観と、目

山形県戸沢村蔵岡 3008-1
国道 47 号　TEL.0233-72-3303

の前を流れる壮大な最上川の絶景コラボ！ 本場
韓国のチヂミや石焼ビビンバの他、地元産そば粉
を使用した戸沢流冷麺が人気です。レストランで
はチマチョゴリ体験ができ、まるで本当に韓国に
来たようなプチ旅行をお楽しみいただけます。

３
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100 万人以上が来場した東京モーターショー

　東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
と
言
え
ば
、
２
年
に
１
度
開

催
さ
れ
る
自
動
車
の
祭
典
。
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
新
型

モ
デ
ル
や
未
来
を
予
感
さ
せ
る
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
が
多

く
の
自
動
車
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
き
た
。
今
年
は
10
月

末
～
11
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
と
様
変

わ
り
し
た
。

　自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
展
示
も
、
発
売
予
定
の
新
型
車

の
展
示
か
ら
、
未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
描
く
企
画

ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
た
。
単
に
ク
ル
マ

を
展
示
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歌
や
ダ
ン
ス
を
取
り
入

れ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の

設
置
な
ど
「
魅
せ
る
」
演
出
と
な
っ
て
お
り
、
ク
ル
マ 13

新しいモーターショーのカタチを提案
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
創
る
楽
し
く
快
適
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
想
像
で
き
た
。

　キ
ッ
ザ
ニ
ア
な
ど
子
供
向
け
の
施
設
も
充
実
。
お
笑

い
芸
人
ラ
イ
ブ
や
屋
外
に
並
ん
だ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
グ

ル
メ
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
体
験
な
ど
内
容
も
多
様
化
。
二
つ
の
会
場
で
の
分
散

開
催
や
、
消
費
者
の
ク
ル
マ
離
れ
な
ど
課
題
も
多
い
中

で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、フ
タ
を
開
け
れ
ば
来
場
者
数
、

百
万
人
以
上
の
大
盛
況
。
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
丸

一
日
楽
し
め
る
「
フ
ェ
ス
」
へ
と
進
化
し
た
。

　欧
米
の
歴
史
あ
る
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
も
、
来
場
者

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
ク
ル
マ
を
中
心
に
誰
で
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
へ
と
進
化
し
た
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

は
新
し
い
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の
カ
タ
チ
を
提
案
し
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

�

（
三
菱
総
合
研
究
所

　
杉
浦
孝
明
）

　新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

「
２
０
２
０
～
２
０
２
５
年
を
第

３
ス
テ
ー
ジ
と
し
、『
地
方
創
生

・
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
』
へ
＋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
活
力
あ
る
地

域
デ
ザ
イ
ン
に
も
貢
献
」
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
全
国
道
の
駅
連
絡

会
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
採
択

さ
れ
た
「
宇
多
津
宣
言
」
も
、
こ

の
提
言
を
受
け
て
ま
と
め
ら
れ

た
。　道

の
駅
は
、
道
路
利
用
者
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
場
と
し
て
、
発
足

　国
土
交
通
省
の『
新「
道
の
駅
」の
あ
り
方
検
討
会
』

（
委
員
長
・
石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）は
10
月
、

『「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
へ
～
創
設
か
ら
四
半
世

紀
、
２
０
２
０
年
か
ら
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
と

銘
打
っ
た
提
言
を
ま
と
め
て
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大

臣
に
答
申
、
発
表
し
た
。

し
た
当
初
を
第
１
ス
テ
ー
ジ
、
地

域
ご
と
の
創
意
工
夫
で
道
の
駅
自

体
が
目
的
地
に
な
っ
て
き
た
発
足

20
年
以
後
を
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
位

置
付
け
て
い
た
。

　第
３
ス
テ
ー
ジ
の
新
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
な
ど

地
方
創
生
に
お
け
る
観
光
拠
点
と

し
て
の
役
割
が
大
き
い
点
を
明
示

し
、
道
の
駅
同
士
や
民
間
企
業
、

道
路
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
面

的
に
広
げ
て
「
元
気
に
稼
ぐ
地
域

経
営
の
拠
点
」
に
す
る
方
向
を
打

ち
出
す
と
と
も
に
、
近
年
著
し
い

自
然
災
害
の
頻
発
を
受
け
、新「
防

災
道
の
駅
」
制
度
導
入
を
提
言
し

た
の
が
特
徴
だ
。

　
　
　
　◇

　
　◇

　実
現
さ
せ
た
い
具
体
的
施
策
に

つ
い
て
答
申
は
「
２
０
２
５
年
に

目
指
す
３
つ
の
姿
」
と
し
て
、
以

下
の
柱
と
主
な
取
り
組
み
目
標
を

挙
げ
て
い
る
。

１

　道
の
駅
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ

　海
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
を
国
が
推
進

し
、
多
く
の
外
国
人
が
道
の
駅
を

目
指
し
て
来
日
す
る
よ
う
、
観
光

拠
点
に
す
る
。
現
在
観
光
案
内
所

の
あ
る
道
の
駅
約
８
５
０
の
50
％

以
上
を
多
言
語
対
応
可
能
に
し
、

現
在
40
％
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

導
入
を
80
％
以
上
、
１
０
０
０
駅

を
目
指
す
。

２

　新｢

防
災
道
の
駅｣

が
全

国
の
安
心
拠
点
に

　ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
大
規
模
貯
水
槽

等
を
備
え
て
広
域
防
災
機
能
を
担

う
よ
う
、
来
年
度
か
ら
導
入
を
目

指
し
て
い
る
「
防
災
道
の
駅
」
を

都
道
府
県
に
1
カ
所
程
度
順
次
整

備
、
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る

道
の
駅
を
新
た
に
選
定
す
る
。
市

町
村
の
地
域
防
災
計
画
に
組
み
入

れ
て
い
る
約
５
０
０
の
道
の
駅
で

は
、
現
在
３
％
し
か
な
い
事
業
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
を
１
０

０
％
に
す
る
。
防
災
訓
練
実
施
な

ど
災
害
時
の
機
能
確
保
に
向
け
た

準
備
を
着
実
に
実
施
す
る
。

３

　あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活
躍
す
る

舞
台
と
な
る
地
域
セ
ン
タ
ー
に

　地
域
の
子
育
て
応
援
や
高
齢
者

の
足
を
確
保
す
る
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
な
ど
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
、
民
間
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
と
の
協
働
で
実
施
。
ベ
ビ

ー
コ
ー
ナ
ー
設
置
な
ど
の
子
育
て

応
援
施
設
は
全
駅
の
50
％
以
上
、

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
や
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
も
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
50
件
以
上
、
大
学
等
と
の
連

携
企
画
を
現
在
の
約
２
倍
の
50
校

で
実
施
す
る
。

　こ
う
し
た
目
標
の
実
現
に
は
、

人
手
不
足
な
ど
の
中
で
少
し
で
も

利
用
者
増
を
図
り
た
い
と
奮
闘
し

て
い
る
厳
し
い
事
情
の
道
の
駅
の

努
力
だ
け
で
は
困
難
と
し
、
国
等
の

支
援
充
実
が
欠
か
せ
な
い
と
指
摘
。

①
市
町
村
等
が
活
用
し
や
す

い
関
係
省
庁
支
援
制
度
の
横

断
的
体
制
づ
く
り
と
充
実

②
「
防
災
道
の
駅
」
の
早
期
実

現
や
災
害
時
の
道
の
駅
に
対

す
る
支
援
体
制
強
化

③
完
成
か
ら
年
数
が
経
過
し

た
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
求
め
て
い
る
。

　法
人
化
し
た
全
国
道
の
駅
連
絡

会
に
対
し
て
も
、
民
間
企
業
の
ア

イ
デ
ア
・
技
術
を
活
用
す
る
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
機
能
を
発
揮
す
る
と
と

も
に
、
公
益
的
機
能
も
強
化
す
る

よ
う
期
待
。

①
民
間
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

促
進

②
災
害
時
の
情
報
収
集
や
被

災
し
た
道
の
駅
へ
の
支
援

③
道
の
駅
に
関
す
る
デ
ー
タ

収
集
、
共
有
シ
ス
テ
ム
構
築
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
取
り

組
み
の
充
実

を
提
起
し
て
い
る
。

新「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検
討
会
が
国
交
大
臣
に
答
申

第３ステージへ～ 2020 年からの新たなチャレンジ

地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠
点

活
力
あ
る
地
域
デ
ザ
イ
ン
に
も
貢
献

民間企業

大学・高専

交通事業者

防災機関
道の駅同士
の連携

2025 年の姿

多様な主体との連携

新たな「道の駅」ネットワーク

第３ステージの概要

JNTO・海外

福祉団体・農協・郵便

DMO

道路関係団体

１　「道の駅」を
　　世界ブランドへ
　　

２　新「防災道の駅」が
　　全国の安心拠点に

３　あらゆる世代が
　　活躍する舞台と
　　なる地域セン　
　　ターに

あびらＤ 51ステーション
遠藤眞教支配人

　札幌から車で1時間、農業を基幹とし

北海道安平町追分柏が丘 49-1
国道 234 号　TEL.0145-29-7751

チーズ発祥地としても有名です。蒸気機関車D51
を展示、鉄道資料館を併設。アトリウムの本館内
に焼きたてのパンコーナー、地元のお米を楽しめ
る豚丼・オムライス・カレー等のコーナー、特産
品販売ブース、お隣に農産物直売所があります。

うなづき
清水哲也店長

　名水黒部川の水を生かした地ビール

富山県黒部市宇奈月町下立 687
主要地方道黒部宇奈月線　TEL.0765-65-2277

の工場併設レストランがあり、4月～11月末ま
でオリジナルメニューのランチバイキングを開
催。地ビールと合わせお楽しみください。物販で
は、ビールカレーやビールマフィン、ビール漬け
など地ビールを使用した商品が多数あります。

美里「佐俣の湯」
渡辺健朗駅長

　水と緑に囲まれた自然豊かな場所に

熊本県美里町佐俣 705
国道 218 号　TEL.0964-46-4111

あり、柔らかい泉質が好評の温泉は露天風呂も最
高。レストランの人気NO.1は「あか牛のステー
キ丼」で、「特製かぼちゃチーズコロッケ」もお
すすめです。内湯付きログハウス風宿泊施設、無
料「足湯」がドライバーの疲れを癒してくれます。

４2020 年（令和２年）１月 第57号

施設のオープンでテープカットする赤羽一嘉国交相（中央）や県知事ら

ゾーン 2 の事実を知る回廊で展示に見入る見学者

オ
ー
プ
ン
し
た
祈
念
公
園
の
中
の
伝
承
館
と
道

の
駅

　「
日
本
人
は
（
地
震
・
津
波
・

原
発
事
故
）
三
重
の
大
惨
事
を
経

験
し
た
。
全
て
の
命
を
守
る
た

め
（
教
訓
を
）
継
承
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
―
―
11
月
、
38
年
ぶ

り
に
来
日
し
、
広
島
、
長
崎
と
祈

り
の
旅
を
続
け
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ロ
ー
マ
教
皇
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
と
面
会
し
た
際
に
こ
う

語
り
か
け
、哀
悼
の
言
葉
と
し
た
。

　「
祈
り
の
場
」。
そ
れ
が
高
田
松

原
津
波
復
興
祈
念
公
園
・
国
営
追

悼
記
念
施
設
だ
。
広
大
な
施
設
の

う
ち
「
祈
り
の
軸
」「
海
を
臨
む

場
」「
献
花
の
場
」「
奇
跡
の
一
本

松
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
津
波
が

押
し
寄
せ
た
海
へ
と
一
直
線
に
伸

び
る
「
祈
り
の
軸
」
が
印
象
的
だ
。

　東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
は

「
い
わ
て
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
メ
モ

リ
ア
ル
」
と
愛
称
さ
れ
、
震
災
の

教
訓
を
継
承
す
る
「
学
び
の
場
」

で
あ
る
。
同
館
は
国
営
追
悼
・
祈

念
施
設
、
道
の
駅
「
高
田
松
原
」

と
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
整
備
が

進
む
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公

園
の
中
心
に
位
置
す
る
。

　地
震
や
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
頻
発
し
激
甚
化
し

て
い
る
。
道
の
駅
が
防
災
拠
点
に
な
る
と
分
か
っ
た

の
は
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
10
月
23
日
の
新
潟
県

中
越
地
震
。
今
年
は
そ
れ
か
ら
15
年
。
台
風
の
相
次

ぐ
襲
来
な
ど
激
甚
災
害
が
続
い
た
。
災
害
リ
ス
ク
に

備
え
る
に
は
、
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
行
政
・
住

民
・
企
業
な
ど
全
て
の
主
体
が
災
害
に
関
す
る
知
識

と
心
構
え
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
。
岩
手
県
陸
前

高
田
市
に
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
・
国
営
追

悼
記
念
施
設
が
９
月
、
一
部
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の

中
核
が
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
。
大
震
災
の
教

訓
が
学
べ
、
壊
滅
し
た
道
の
駅
「
高
田
松
原
」
も
復

活
し
た
。

　同
メ
モ
リ
ア
ル
の
展
示
テ
ー
マ

は
「
命
を
守
り
、
海
と
大
地
と
共

に
生
き
る
～
二
度
と
東
日
本
大
震

災
津
波
の
悲
し
み
を
く
り
返
さ
な

い
た
め
に
～
」。
奇
跡
の
一
本
松

や
震
災
遺
構
と
し
て
遺
る
旧
道
の

駅
「
高
田
松
原
」
な
ど
周
辺
の
震

災
伝
承
施
設
と
と
も
に
、
震
災
の

事
実
と
教
訓
を
伝
承
す
る
。

　「
先
人
の
英
知
に
学
び
、
東
日

本
大
震
災
津
波
の
事
実
と
教
訓
を

世
界
中
の
人
々
と
共
有
し
、
自
然

災
害
に
強
い
社
会
を
一
緒
に
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」。
こ

れ
が
伝
承
館
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
。
１
０
０
０
平
方

㍍
を
超
え
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、

歴
史
を
ひ
も
と
く
／
事
実
を
知
る

／
教
訓
を
学
ぶ
／
復
興
を
共
に
進

め
る
、
の
四
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成

さ
れ
、
被
災
し
て
無
残
な
姿
に

な
っ
た
車
な
ど
実
物
の
展
示
、
津

波
の
実
写
映
像
の
上
映
な
ど
が
あ

る
。　「

教
訓
を
学
ぶ
」
ゾ
ー
ン
３
に

は
、
国
交
省
東
北
地
方
整
備
局
の

災
害
対
策
室
を
復
元
。
災
害
復
旧

の
た
め
の
「
く
し
の

歯
作
戦
」
を
は
じ
め

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
関

係
者
の
初
動
対
応
が

追
体
験
で
き
る
。

　津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
る
中
で
、
現
場

の
最
前
線
で
道
路
啓

開
を
担
っ
た
建
設
業

関
係
者
の
活
動
も
、

作
業
員
の
生
の
声
と

と
も
に
展
示
さ
れ
て

い
る
。
当
時
の
緊
迫

し
た
雰
囲
気
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
の
苦

悩
、
決
断
と
行
動
が

現
実
感
を
も
っ
て
伝

わ
っ
て
く
る
。

　伝
承
館
に
は
、
求

め
ら
れ
始
め
た
「
防

災
意
識
社
会
」
へ
の

転
換
の
ヒ
ン
ト
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
。

道
の
駅
で
学
ぶ
災
害
の
教
訓

壊
滅
の
「
高
田

松
原
」
も
復
活

高田松原津波復興祈念公園に東日本大震災津波伝承館がオープン

萩往還
篠原充駅長

　萩市街地の玄関口に位置し、施設内

山口県萩市椿鹿背ヶ坂 1258
県道 32 号　TEL.0838-22-9889

に厳選した品揃えの特産品販売所や農産物直売所
があります。レストランでは幻の日本在来牛「見
島牛 (週末数量限定 )」や「見蘭牛」のハンバー
グがおすすめ。その他オリジナル商品も多数品揃
えし、ここでしか買えないお土産として人気です。

上州おにし
山本太郎館長

　自然豊かな山々に囲まれ、レトロな雰

群馬県藤岡市譲原 1089-2
国道 462 号　TEL.0274-52-3300

囲気です。今春リニューアルされ、お土産売場に
は鬼石名物の長井屋まんじゅうや油屋の鉱泉煎餅
などの他、ぐんまちゃんグッズも豊富。食堂には
手打ち蕎麦やダムカレーなど手作りメニューが並
びます。家族連れ向けにうれしい蜂蜜絞り体験も。

うりまく
喜井知己駅長

　十勝平野北西部に位置する鹿追町瓜

北海道鹿追町瓜幕西 3-1
国道 274 号　TEL.0156-67-2626

幕は、北海道内でも珍しい乗馬体験が楽しめる道
の駅です。小さなお子様や乗馬が初めてという方
にも安心の、大人しい馬たちが皆様をお待ちして
おります。地元の食材を使用した「肉じゃがまん
じゅう」や野菜・種類の豊富な豆類が人気。

５
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日
本
の
イ
ン
フ
ラ
は	

	

先
進
国
中
で
も
低
レ
ベ
ル

　公
的
固
定
資
本
＝
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ッ
ク
の
蓄
積
が
、
わ
が
国
が
経

済
的
に
競
争
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
に
比
べ
て
、
相
当
に
貧

弱
な
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
が
あ
る
。

　図
２
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
高

速
道
路
（
日
本
は
高
規
格
道
路
を

含
む
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
人
口
が
減
少
す

る
時
代
に
道
路
を
整
備
す
る
必
要

は
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。
そ
の

人
は
「
人
口
が
減
少
す
る
か
ら
こ

　図
１
は
、
主
要
国
と
日
本
の
公

的
固
定
資
本
形
成
費
の
推
移
を
み

た
グ
ラ
フ
だ
。
現
世
代
や
次
世
代

が
安
全
に
効
率
的
か
つ
快
適
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
中
央
や
地
方
の

政
府
が
投
資
し
て
国
土
の
上
に
形

成
す
る
公
的
な
固
定
資
本
の
蓄
積

状
況
を
金
額
で
み
た
推
移
で
あ

る
。
道
路
・
空
港
・
港
湾
等
の
交

通
イ
ン
フ
ラ
や
、
河
川
・
海
岸
・

ダ
ム
・
砂
防
等
の
防
災
イ
ン
フ
ラ

な
ど
、
公
共
資
本
の
整
備
曲
線
と

い
え
る
グ
ラ
フ
だ
。

　驚
く
べ
き
こ
と
に
、
主
要
国
の

中
で
日
本
だ
け
が
２
０
１
２
年
の

１
９
９
６
年
比
が
１
・
０
を
下
回

っ
て
お
り
、
そ
れ
も
約
半
分
と
い

う
有
様
だ
。

　こ
の
20
年
間
、
新
た
な
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
も
、
河
川
堤

防
の
整
備
な
ど
も
、
他
国
に
比
べ

年
々
ス
ピ
ー
ド
を
下
げ
て
行
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

　こ
の
間
に
約
２
倍
に
伸
ば
し
た

ア
メ
リ
カ
と
比
べ
る
と
、
わ
が
国

は
20
年
前
に
比
べ
、
ア
メ
リ
カ
の

４
分
の
１
の
速
度
で
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
約

３
倍
に
伸
ば
し
た
イ
ギ
リ
ス
と
の

比
較
で
は
、
６
分
の
１
の
整
備
速

度
に
な
る
。

　言
い
換
え
る
と
、
道
路
で
言
え

ば
あ
る
地
点
と
地
点
を
結
ぶ
整
備

ス
ピ
ー
ド
が
、
ア
メ
リ
カ
の
４
分

の
１
、
イ
ギ
リ
ス
の
６
分
の
１
の

レ
ベ
ル
で
し
か
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　財
政
再
建
至
上
主
義
の
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、

経
済
成
長
を
止
め
る
こ
と
と
な
っ
た
大
き
な
原
因
の

一
つ
が
「
公
共
投
資
（
公
的
固
定
資
本
形
成
＝
公
共

事
業
費
―
用
地
及
び
補
償
費
）」
の
20
年
間
に
も
わ

た
る
大
き
な
一
方
的
削
減
で
あ
る
。

「
危
機
感
の
無
い
日
本
」
の
危
機
②

列島保全への課題財政再建至上主義で先進各国に大きく遅れ

　元
官
僚
で
日
本
の
未
来
を
憂
え
る
著
者
が
、
国
土
・
イ
ン
フ
ラ
・

経
済
・
法
律
・
制
度
・
言
語
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
面
か
ら
、
現
代
日

本
に
起
き
て
い
る
問
題
を
分
か
り
や
す
く
解
説
！

れ
な
い
。

   

図
３
に
、
治
水
に
つ
い
て
の
整

備
水
準
を
示
す
が
、
わ
が
国
が
低

レ
ベ
ル
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
港
湾
・
空

港
な
ど
で
も
同
様
で
あ
る
。

「
公
共
事
業
」
と
い
う		

フ
ロ
ー
概
念
と	

「
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う		

ス
ト
ッ
ク
概
念

　社
会
資
本
の
整
備
（
公
的
固
定

資
本
の
形
成
）
は
、
予
算
上
の
表

現
で
は
「
公
共
事
業
」
と
呼
ば
れ

る
が
、
こ
の
表
現
は
「
今
年
い
く

ら
の
金
額
で
、
ど
れ
だ
け
の
事
業

を
や
る
か
」
と
い
う
年
ご
と
の
支

出
や
個
別
事
業
の
大
き
さ
を
示
す

も
の
で
、
経
済
で
は
フ
ロ
ー
と
言

そ
、
一
人
あ
た
り
の
生
産
性
の
向

上
が
必
要
」
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
い
な
い
。
人
口
８
２
０
０
万

人
の
ド
イ
ツ
が
時
速
１
３
０
㌔
㍍

毎
時
以
上
で
走
行
で
き
る
１
万
３

０
０
０
㌔
㍍
も
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

を
持
ち
、
ド
イ
ツ
の
競
争
力
の
根

源
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ

て
い
な
い
。

　日
本
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
見
る

と
、
人
口
１
億
２
７
０
０
万
人
の

国
に
、
１
万
２
０
０
０
㌔
㍍
程
度

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
か
整
備
さ
れ

て
い
な
い
し
、
そ
の
３
分
の
１
が

暫
定
２
車
線
と
い
う
正
面
衝
突
の

危
険
が
あ
る
道
路
だ
。
現
実
に
数

多
く
の
正
面
衝
突
事
故
が
起
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
70
㌔
㍍
毎
時

と
い
う
低
い
制
限
速
度
で
し
か
走

インフラ整備怠ってきた日本

「
危
機
感
の
な
い
日
本
」
の
危
機

大
石
久
和
著

　落
日
の
日
本
・
劣
化
す
る
日
本

人
に
「
現
代
日
本
の
こ
こ
が
お
か

し
い
！
」「
目
を
覚
ま
し
て
気
づ

い
て
く
れ
！
」と
訴
え
る
意
欲
作
。

発
行
：
海
竜
社

定
価
：
１
６
０
０
円
＋
税

わ
れ
る
。

　フ
ロ
ー
効
果
と
は
「
あ
る
期
間

に
お
金
が
流
れ
る
と
多
く
の
企
業

や
人
に
順
次
お
金
が
流
れ
、
利
益

を
生
ん
だ
り
雇
用
や
支
出
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

も
の
だ
。
20
年
に
わ
た
っ
て
需
要

不
足
に
よ
る
デ
フ
レ

に
沈
む
わ
が
国
で

は
、
公
共
事
業
を
拡

大
す
る
と
フ
ロ
ー
効

果
で
需
要
が
拡
大

し
、
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
に
近
づ
く
効
果

も
あ
る
。

　し
か
し
、
公
共
事

業
の
本
来
の
目
的
は

フ
ロ
ー
効
果
を
狙
う

の
で
は
な
く
、
河
川

で
い
え
ば
堤
防
を
上

流
か
ら
下
流
ま
で
整

備
す
る
こ
と
で
、
降

っ
た
雨
が
河
川
か
ら

田
畑
や
市
街
地
に
あ

ふ
れ
る
こ
と
な
く
安

全
に
海
に
流
れ
、
流

域
の
人
々
の
生
活
の

安
全
と
安
寧
を
確
保

す
る
ス
ト
ッ
ク
効
果

を
求
め
て
行
う
も
の

だ
。　イ

ン
フ
ラ
整
備

事
業
を
「
公
共
事

業
」
と
形
容
し
て
い

る
だ
け
で
は
、
そ
の
本
質
を
表
現

で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
語

に
は
「
公
共
事
業
の
ス
ト
ッ
ク
効

果
」
を
表
現
で
き
る
単
語
が
な
い

の
だ
。

　社
会
資
本
に
あ
た
る
言
葉
を

英
語
で
は
「Infra-Structure

」

を
用
い
て
い
る
。
辞
書
に
は
「
社

会
の
基
礎
と
な
る
施
設
、
下
部
構

造
、
構
造
基
盤
、
経
済
基
盤
、
文

明
社
会
の
基
本
設
備
」
と
い
う
説

明
が
あ
る
。Infra

と
い
う
の
は
、

「
下
の
、
下
方
の
」
と
い
う
意
味

を
持
つ
接
頭
語
。Structure

は

「
構
造
」を
意
味
し
、合
わ
せ
て「
社

会
を
下
か
ら
支
え
る
基
礎
構
造
」

の
意
味
に
な
る
。
こ
の
概
念
が
日

本
語
に
は
な
い
の
だ
。

注
１

　全
て
名
目
値
を
用
い
て
い
る
。

　２

　２
０
０
５
年
の
英
国
に
つ
い
て
は
、
英
国
原
子
燃
料

　
　
　会

社
（
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）
の
資
産
・
債
務
の
中
央
政
府
へ

　
　
　の

承
継
（
約
１
５
６
０
０
百
万
ポ
ン
ド
）
の
影
響
を

　
　
　除

い
て
い
る
。

　３

　ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
13
年
７
月
よ
り
採
用
さ
れ

　
　
　た

08
Ｓ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
デ
ー
タ
、
そ
の
他
の
国
に
つ
い

　
　
　て

は
、
９
３
Ｓ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。

資
料

　日
本
以
外
の
国
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ Stat.

Extracts 「National Accounts

」、
日
本
に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
「2013

年
度
国
民
経
済
計
算
（2005

年
基
準
・93SNA

）

（
確
報
）」
よ
り
国
土
交
通
省
作
成
。

（
デ
ー
タ
出
典
）
日
本
：
平
成
27
年
度
国
土
交
通
省
資
料
、

ド
イ
ツ
：Straßenverkehrszählungen 2015

（BSsT

）【
高

速
道
路
の
対
象
】
日
本
：
高
規
格
幹
線
道
路
、
ド
イ
ツ
：

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
（Autobahn

）
※
日
本
の
「
3
車
線
以
下
」

は
全
て
2
車
線
。
出
典
：
国
土
交
通
省
資
料
よ
り
作
成
。

図１ 主要国と日本の公的固定資本形成費の推移
 （1996 年を 100 とした割合）

図２　日本とドイツの高速道路の車線数

図３　諸外国の主要河川の治水安全度の目標と整備率
国名 河川名等 治水安全度の目標 整備率（完成率）

米国 ミシシッピ川
下流 概ね 1/500 程度　 78％（2011）

英国 テムズ川 1/1,000（ロンドン
含む感潮区間）

テムズバリア完
成（1982）

オラ
ンダ

一次洪水防御
堤

1/2,000 ～ 1/10,000
（沿岸部） 概成（2013）

日本 荒川 1/200 約 67％（H26.3 末）
出典：国土交通省取りまとめ

めじかの里土佐清水
上田大駅長

　四国の最南端、足摺宇和海国立公園

高知県土佐清水市三崎西シリソメ 671-1
国道 321 号　TEL.08808-3-1103

の足摺岬・竜串入口にあり、地元でとれた新鮮
な魚や野菜、お土産などを販売しております。
土佐清水の魚に指定されためじか（ソウダカツ
オ）の藁焼きタタキを店頭販売していることも
ありますので、是非足を運んでみてください。

むげ川
澤井基光駅長

　岐阜市から郡上八幡、奥美濃地方の

岐阜県関市武芸川町跡部 1810
県道 94 号　TEL.0575-46-2696

スキー場、飛騨高山へと結ぶ観光ルートにありま
す。清流武儀川に接して跡部水辺公園と一体にな
り、誰もが気軽に憩える、地域に密着した道の駅
で、地元の新鮮な野菜、林産物、「つるむらさき
うどん」など特産物も取り揃えております。

もち米の里☆なよろ
猪刈嘉之施設長

　もち米生産量が日本一の名寄市。道

北海道名寄市風連町西町 334-1
国道 40 号　TEL.01655-7-8686

の駅でも、もちもちの食感が味わえる「ソフト大
福」や多種多様な味が楽しめる「風連おかき」な
どたくさんの特産物を取り揃えています。レスト
ランのおすすめは、サクサクのかき揚げともちの
食感が絶妙にマッチした「もちかき揚げ丼」です。
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『
国
土
強
靭
化
基
本
法
』	

を
教
材
と
し
て
詳
説

　中
学
校
社
会
科
の
公
民
的
分
野

の
新
学
習
指
導
要
領
は
「
国
民
の

生
活
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
社
会
資
本
の
整
備
、
公
害
の

防
止
な
ど
環
境
の
保
全
、
社
会
保

障
の
充
実
、消
費
者
の
保
護
な
ど
、

市
場
の
働
き
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が

難
し
い
諸
問
題
に
関
し
て
、
国
や

地
方
公
共
団
体
が
果
た
し
て
い
る

役
割
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
ま

た
、
財
源
の
確
保
と
配
分
と
い
う

観
点
か
ら
財
政
の
役
割
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
」
と
し
、
全
て
の
中

学
生
が
「
社
会
資
本
の
整
備
」
や

「
財
政
」
に
つ
い
て
学
習
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
教
科
書
出
版
社

　わ
が
国
が
公
共
投
資
を
減
ら
し
続
け
た
間
、
欧
米
諸
国
は
公
共

投
資
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
道
路
を
例
に
と
る
と
、
イ
ギ
リ
ス

や
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
は
、
日
本
よ
り
充
実
し
た
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
彼
ら
は
さ
ら
に
日
本
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
高
速
道
路
整
備
を
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
国

民
は
こ
う
し
た
事
実
を
「
知
ら
な
い
」、
あ
る
い
は
「
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
」
よ
う
で
す
。
根
拠
の
曖
昧
な
「
公
共
事
業
不
要
論
」

や
「
防
災
対
策
限
界
論
」
が
叫
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
社
会

資
本
整
備
や
公
共
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
正
し
い
基
本
認
識
の

下
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
の
広
報
や
教
育
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

に
よ
っ
て
、
説
明
の
内
容
や
分
量

に
大
き
な
差
異
が
あ
り
ま
す
。

　育
鵬
社
の
教
科
書
（
平
成
28
年

度
版
、
占
有
率
５
・
７
％
）
は
、

従
来
の
社
会
資
本
整
備
の
効
果
と

現
状
を
「
日
本
は
高
度
成
長
期
以

降
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
、
橋
や

堤
防
や
水
道
管
、
港
や
空
港
等
の

社
会
的
な
基
盤
と
な
る
施
設
（
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）
を
整

備
し
、
そ
れ
を
基
に
世
界
有
数
の

経
済
大
国
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
や
港
や
堤
防
や
水
道
管
な
ど
の

多
く
は
、
整
備
・
建
設
後
す
で
に

約
50
年
を
経
過
し
、
近
年
、
老
朽

化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
公
共

事
業
費
は
２
０
０
２
（
平
成
14
）

年
度
か
ら
削
減
さ
れ
続
け
、
そ
れ

ら
の
点
検
・
整
備
も
十
分
に
は
行

え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
、
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
的
確
に
指

摘
し
て
い
ま
す
。

　13
年
に
成
立
し
た
『
防
災
・
減

災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化
基
本

法
』
を
題
材
に
取
り
上
げ
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
必
要
性
等
（
防
災
・

減
災
対
策
、老
朽
化
対
策
の
実
施
、

鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
の
代
替
ル

ー
ト
の
整
備
、
地
域
で
の
防
災
教

育
の
充
実
な
ど
）
に
つ
い
て
詳
説

し
て
い
ま
す
。

最
新
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
・	

管
理
の
課
題
に
対
応

　帝
国
書
院
の
教
科
書
（
同
、
占

有
率
10
・
４
％
）
は
平
成
24
年
度

版
か
ら
大
幅
に
既
述
を
拡
充
。

◇
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
◇
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
中
で
日
本
の
国
際
競
争
力

を
維
持
す
る
国
際
空
港
や
港
湾
の

整
備
◇
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め

と
す
る
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
◇
公
共
建
築
物
や
住
宅
の
耐

震
化
等
を
含
む
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
最
新
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
・
管
理
の
課
題
に
対

応
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策
で
は
別

途
コ
ラ
ム
を
設
け
、
中
学
生
の
よ

り
深
い
理
解
を
促
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
歴
史
を	

語
り
か
け
る
教
科
書

　自
由
社
の
教
科
書
（
同
、
占
有

率
０
・
０
％
）
は
、
平
成
24
年
度

版
か
ら
「
み
な
さ
ん
の
住
む
地
域

に
は
、古
く
か
ら
あ
る
道
路
や
橋
、

溜
め
池
や
用
水
、
堤
防
な
ど
が
あ

り
ま
す
か
。
そ
の
そ
ば
に
そ
の
完

成
を
祝
っ
た
り
、
建
設
を
指
導
し

た
人
を
讃
え
た
石
碑
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
昔
か
ら
人
々
は
、
生
活
と

生
産
の
た
め
に
必
要
な
大
規
模
な

工
事
を
、
地
域
の
共
同
体
で
協
力

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
つ
く
ら
れ
、
社
会
が
共
同
で
利

用
す
る
施
設
・
設
備
・
財
産
を
総

合
し
て
社
会
資
本
（
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）
と
い
い
ま
す
」

と
書
き
出
し
、
見
開
き
２
㌻
を
使

っ
て
、
社
会
資
本
の
役
割
、
種
類
、

財
源
、
今
後
の
あ
り
方
ま
で
、
詳

し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　一
方
「
社
会
資
本
の
整
備
」
を

見
出
し
（
節
・
項
・
目
）
と
し
て

扱
っ
て
い
な
い
教
科
書
や
、
本
文

で
は
な
く
用
語
解
説
扱
い
で
済
ま

せ
て
い
る
教
科
書
も
あ
り
ま
す
。

財
政
赤
字
（
国
債
発
行
）	

要
因
の
説
明
に
差
異

　景
気
変
動
と
公
共
事
業
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
科

書
が
「
デ
フ
レ
時
に
は
減
税
を
実

施
し
、公
共
事
業
を
増
や
す
」「
イ

ン
フ
レ
時
に
は
増
税
を
実
施
し
、

公
共
事
業
を
減
ら
す
」
と
す
る
財

政
政
策
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

　財
政
赤
字
（
国
債
発
行
）
の
要

因
の
捉
え
方
・
説
明
の
仕
方
は
教

科
書
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。

国
債
発
行
残
高
の
推
移
グ
ラ
フ
を

　「あなたのふるさとを色で例えると何色です
か」。道路という「色」とは無縁のモノトーンな
構造体でも、橙色のガードレールが伸びる道なら

「山口県に来た！」と感慨深い想いに包まれます。
ガードレールの橙色が道の視点で山口県のシンボ
ルカラーとなっている事例です。
　近年はシンボルカラーと地名を結びつけて地域
一帯を表現し、観光資源としての付加価値をもた
らす取り組みも見られます。「仁淀ブルー」と聞
けば、高知県の奇跡の清流と言われる仁淀川の川
面の清らかさが網膜に浮かび、川に沿って走り続

けたい旅情に駆り立てられます。
　五感の中でも、視覚から得られる「色」ほど多
彩な表現はありません。あか・あお・みどりの三
原色でも、赤であれば紅や朱、青なら蒼や藍、緑
では翠や碧と漢字表現も実に多様です。日本は南
北に弧状の国土を有し、寒冷から亜熱帯までの自
然に富み、四季の移ろいの中で、地域に応じて色
彩が豊かに変化します。加えて、日本は色を表
す単色の表現のほかに、２色以上の色を合わす

「襲
かさね

」という絶妙な配色美もあります。
　川面の輝き、新緑の山肌、深雪の丘陵、漆喰の
建物の瓦屋根の色調。「道の駅」も地域に根ざす
色や襲なる配色を思い描けば「道の駅」の数だけ
の色が新しく生まれ、地域の新たな価値を生むの
では……。色は心理効果とも密接につながり、地
域の魅力を形作る情報発信となります。

シリーズ「国土教育」 中学公民教科書で学ぶ「社会資本整備」と「財政」

出版社によって内容や分量に大きな差異

　グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
の
中

で
厳
し
い
経
済
競
争
を
生
き
残
る

に
は
、
自
国
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
は
十
分
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
防
災
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を

増
し
て
い
ま
す
。

　中
学
校
最
終
学
年
で
学
ぶ
公
民

教
科
書
の
影
響
は
小
さ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
教
科
書
編
集
者
、
教
科
書

採
択
者
、
社
会
科
教
員
な
ど
関
係

者
の
力
量
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

	

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

　
森
田
康
夫
）

国道愛好家
� 松波成行

示
し
、
特
例
国
債
（
税
収
不
足
を

補
う
た
め
発
行
）／
建
設
国
債（
公

共
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
発
行
）

／
復
興
債
（
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
財
源
と
し
て
発
行
）
に
区

分
し
、
国
債
発
行
残
高
の
増
加
幅

と
そ
の
要
因
を
丁
寧
に
考
察
さ
せ

る
教
科
書
も
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
道
路
・
橋
・
ダ
ム
・
空

港
建
設
な
ど
の
産
業
基
盤
の
整
備

や
、
行
政
組
織
の
複
雑
化
、
行
政

の
権
限
・
費
用
・
人
員
の
肥
大
化

を
財
政
赤
字
深
刻
化
の
要
因
と
し

て
あ
げ
る
教
科
書
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　―

―
・
―
―

清水書院
自由社0.0%

1.4%
育鵬社
5.7%帝国書院

10.4%

日本文教出版
11.3%

12.7%
教育出版

58.6%
東京書籍

平成28年度版中学公民教科書採択状況
（総採択冊数に占める各出版社の占有率）

平
成
28
年
度
版
中
学
公
民
教
科
書

西いなば気楽里
長尾裕昭駅長

　令和元年６月30日にオープンしたば

鳥取市鹿野町岡木 280-3
山陰道浜村鹿野温泉 IC　TEL.0857-82-3178

かりです。特徴は、鷲が翼を広げたような美しい
鷲峰山を眺めて入る足湯や24時間利用できるコン
ビニの併設。特産品販売の他、レストランでは地
元農産品を豊富に使った名物料理（生姜ラーメン、
酒ノ津の塩サバ定食など）でお迎え致します。

なんぶ
大野充駅長

　体験型「食のテーマパーク」として、

山梨県南部町中野 3034-1
国道 52 号　TEL.0556-64-8552

県内外の人々の交流の場となり、地域を元気にす
べく努めています。特産品「南部茶」をテーマに、
ぷりん、バウムなどのオリジナル商品はもちろん、
新鮮な旬の農産物を揃えています。食事処では南
部茶の創作グルメをお楽しみいただけます。

風Ｗとままえ
岡本朋文所長

　メイン施設「とままえ温泉ふわっと」

北海道苫前町苫前119-1
国道232号　TEL.0164-64-2810

はコンクリート素材を生かした壁とドーム球場風
の白い屋根が特徴。温泉、レストラン、ラウンジ、
特産品売店や温水プールなどさまざまな施設があ
ります。ラウンジなどから日本海の天売島・焼尻
島も一望でき、心も体もリラックスできます。

７



2020 年（令和２年）１月2020 年（令和２年）１月 第57号第57号

　日本列島はこの秋、台風など強風や豪雨、洪水に見舞われ、各地で甚大な被
害が出た。本紙は被災地のうち 9 月 9 日の台風 15 号に 10 月 12 日の 19 号が
追い打ちをかけた千葉県内の道の駅をルポし、被害状況や復旧ぶりを取材した。
　亡くなられた方や今も避難生活を強いられている方もおられ、心よりお見舞
い申し上げます。

　＜とみうら枇杷倶楽部＝南房総市＞　台風 15 号の強
風でランドマークのとんがり屋根のガラスが吹っ飛び＝
写真＝、駅舎のど真ん中に雨が降り注いで、商品が使い
ものにならなくなった。周辺では車は横転、樹木はなぎ
倒され、電柱も折れて停電し、やむなく営業もストップ。
9 月 13 日 14 時の時点では「水道：出ています」「電気

：繋がっていません」「電話：繋がりません」「携帯：繋
がりだしました」という状況を発信。16 日に営業を再
開し、WiFi も利用可能に。雨漏り対策で天井から大き
なブルーシートを垂らすと、まるで滝のオブジェのよう
に見えるので、カフェからお茶を飲みながら眺めるコー
ナーを作った。

　＜アロハガーデンたてやま（旧南房パラダイス）＝
館山市＞　千葉県内で最大規模を誇る動植物園は
房総半島最南端に位置するため、強風と大雨に襲
われた。屋外フラテラスのテントは全壊。屋内フ
ラテラスや控え室、植物園の温室のガラスも割れ、
ヤシの木も 10 本以上倒れ、バス停も破壊された
＝写真。15 日に「モアナ ガーデンカフェ」が営
業を再開。動植物園の被災では、全国各地から動
物たちの餌などの援助があり、約 1 週間休園の後、
9 月 17 日に営業を再開した。

　＜保田小学校＝鋸南町＞　9 月 13 日、電気が復旧、被災
された方の交流の場として校舎棟の一部を開放。9 月 21 日
から校舎棟の飲食店が全て営業を再開し、通常メニューとは
違う限定メニューで提供した。
　駐車場、トイレは 24 時間開放し、自動販売機も稼働。別
棟のお洒落な市場として評判だった旧体育館「ＢＩＧマルシ
ェ」は、大きな壁が崩れ＝写真、土産品や野菜が売り物にな
らなくなったが、地元の声に応えてアートギャラリーを改装、
規模を縮小して直売所も再開。

救援関係者やボランティアが休憩
　＜富楽里とみやま＝南房総市＞　ハイウェイオアシス富楽里と道の駅が併設。
災害派遣された関係者やボランティアは、ゆったりした駅舎でトイレ休憩でき、
ランチでにぎわった。南房総市の台風被害は広域で、多くの救援関係者がここを
通過。安価な食事であるおにぎり茶漬けや出汁サービスが喜ばれた。

ビニールハウスが壊滅
　＜おおつの里花倶楽部＝南房総市＞　道路側 2 棟のビニールハウスは吹き飛
ばされ、栽培のハウスも圃場もかつてない被害。近隣農家の花の温室も、ガラス
やビニール屋根は飛び、温室自体も吹き飛んだり潰された。電気や通信が途絶え、
ブルーシートが目立つ町並みとなったが、電力・通信関係者、自衛隊、ボランテ
ィアの懸命な活動と、花倶楽部も従業員総出で復旧作業を行い、ようやく売店を
オープン。花の植え付けも進み、何とか花倶楽部らしくすることが出来た。

「秋の収穫祭」を繰り延べ開催
　＜ちくら 潮風王国＝南房総市＞　建物被害と停電で 9 月 9 日から 13 日まで臨
時休館。電気が復旧したのが 13 日午後 8 時頃、営業再開は 14 日。20 日には、
ボランティアや災害復旧作業従事者のため無料休憩所を開設。大雨で漁ができず
しばらく鮮魚の入荷がなかったが、一部で漁が再開されて以後、少しずつ鮮魚も
入荷。
　10 月 13 日（日）に予定した「秋の収穫祭」はいったん取りやめたが、復興に
向けて前へ進めるよう、11 月 23 日 ( 土）に改めて開催。伊勢えび汁の無料配布
やサンマ炭火焼き、蚤の市などの他、友好都市である山形県飯豊町の特産品など
も販売した。

　新
潟
県
中
越
地
震
15
年
を
迎
え
「
道
の
駅
を
〝
学
び
の
場
〟
に
！
～
学
ぼ
う
防
災
へ
の
備
え
」
と

し
て
、
今
年
ス
タ
ー
ト
し
た
道
の
駅
を
巡
る
「
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
９
月
、
静
岡
県
富
士
宮

市
の
道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
で
開
か
れ
た
。
隣
接
す
る
全
国
建
設
産
業
教
育
訓
練
協
会
の
富
士
教
育

訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
新
潟
県
十
日
町
市
「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
か
ら
宮
崎
県
延
岡
市
「
北

川
は
ゆ
ま
」
を
経
て
リ
レ
ー
さ
れ
た
、
３
回
目
の
今
セ
ミ
ナ
ー
は
「
富
士
山
噴
火
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
な
ど
の
巨
大
災
害
に
ど
う
向
き
合
う
か
」
が
テ
ー
マ
。
火
山
学
の
第
一
人
者
で
防
災
・
減
災
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
続
け
る
京
都
大
学
大
学
院
の
鎌
田
浩
毅
教
授
が
基
調
講
演
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
富
士
宮
市
の
須
藤
秀
忠
市
長
の
ほ
か
、
国
や
大
学
の
専
門
家
、
民
間
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
、
実
務
の
責
任
者
ら
が
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
対
策
を
語
り
合
っ
た
。

　自
衛
隊
や
消
防
の
救
出
・
救
援
活
動
の
拠
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
や
、
行
き
場

を
失
う
観
光
客
へ
の
支
援
な
ど
、
災
害
時
に
多
く
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
。
職
員
も
被
災
す
る

恐
れ
が
あ
る
な
か
、
災
害
時
に
マ
ン
パ
ワ
ー
は
確
保
で
き
る
の
か
、
土
地
勘
の
な
い
観
光
客
を
ど
う
安

全
に
誘
導
す
る
の
か
―
―
な
ど
課
題
も
少
な
く
な
い
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
自
治
体
や
周

辺
観
光
施
設
と
の
連
携
、
国
の
支
援
の
重
要
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
静
岡
新
聞
の
佐
藤
学
論
説
委
員

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

道の駅を〝学びの場〟に！リレー防災セミナーを静岡・富士宮市で開催

災害多発時代に広がる防災拠点「道の駅」の課題

シンボルのとんがり屋根吹っ飛ぶ

全国から動物たちの餌など援助

通常メニューに替え限定メニューを提供

　「
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、

日
本
列
島
は
大
地
変
動
の
時
代
に

入
っ
た
」。
講
演
の
冒
頭
、
鎌
田

教
授
は
約
２
０
０
人
の
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
に
そ
う
語
り
掛
け
た
。
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
直
下
型
地

震
が
、
近
い
将
来
に
発
生
す
る
だ

け
で
な
く
、
火
山
活
動
も
活
発
化

す
る
。
日
本
国
内
で
過
去
１
万
年

の
間
に
噴
火
の
履
歴
を
持
つ
活
火

山
は
１
１
１
個
。
う
ち
東
日
本
大

　開
会
に
あ
た
り
、
宮
崎
大
学
地

域
資
源
創
成
学
部
の
熊
野
稔
教
授

が
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
を
説
明
。
そ

の
中
で
同
教
授
は
、「
道
の
駅
」

が
災
害
の
被
災
地
支
援
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
点
を
強

調
。「
防
災
」
が
「
休
憩
」「
情
報

震
災
の
影
響
で
動
き
が
活
発
化
し

た
活
火
山
は
20
個
に
上
り
、
富
士

山
も
そ
の
一
つ
だ
と
い
う
。

　約
１
０
０
万
年
と
さ
れ
て
い
る

火
山
の
寿
命
に
対
し
、
富
士
山
は

誕
生
か
ら
ま
だ
約
10
万
年
。「
こ

れ
か
ら
も
噴
火
が
続
く
富
士
山

と
、
ど
う
共
生
し
て
い
く
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘

し
た
。

　ひ
と
た
び
噴
火
す
る
と
恐
ろ
し

発
信
」「
地
域
連
携
」
に
続
く
「
道

の
駅
の
『
第
４
の
機
能
』
で
あ
る

点
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
地
域

防
災
計
画
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
指
摘
。「
地
域
の
防
災

力
向
上
に
本
日
の
論
議
を
生
か
し

た
い
」
と
、
セ
ミ
ナ
ー
の
意
義
を

強
調
し
た
。

い
火
山
だ
が
、
国
立
公
園
の
多
く

が
火
山
エ
リ
ア
に
あ
る
の
も
事
実
。

「
災
害
が
あ
る
一
方
で
豊
か
な
恵

み
も
享
受
で
き
る
。
そ
う
し
た
日

本
の
自
然
の
姿
を
国
民
と
し
て
理

解
し
て
お
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　巨
大
災
害
が
こ
れ
か
ら
15
年
後

の
２
０
３
５
年
か
ら
マ
イ
ナ
ス
５

年
と
プ
ラ
ス
５
年
の
間
に
発
生
す

る
と
考
え
る
と
、「
対
応
が
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
い
」。
大
学
生
な
ら

ば
「
15
年
後
」
は
、
ま
さ
に
働
き

盛
り
。
大
学
の
講
義
で
は
、
今
か

ら
対
応
を
考
え
る
べ
き
だ
と
、
呼

び
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

　地
元
の
生
産
者
が
農
産
物
を
出

荷
す
る
道
の
駅
は
、
災
害
時
に
は

被
災
者
へ
の
食
料
供
給
基
地
に
な

り
、
土
地
勘
が
な
い
観
光
客
を
守

る
シ
ェ
ル
タ
ー
に
も
な
る
。「
だ

か
ら
こ
そ
道
の
駅
で
防
災
を
学
ぶ

意
味
は
大
き
い
」
と
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。

富
士
宮
市

　須
藤
秀
忠
市
長

国
・
市
・
道
の
駅
の
連
携
を

　道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
の

年
間
利
用
者
は
約
80
万
人
。

外
国
か
ら
訪
れ
る
方
々
も
増

え
て
お
り
、
道
の
駅
が
観
光

客
の
避
難
所
に
な
る
よ
う
に

地
域
防
災
計
画
の
中
に
位
置

付
け
、
道
の
駅
の
運
営
会
社
と
の
間
で
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
る
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。

　富
士
山
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ど
こ
か
ら
噴
火
す
る

の
か
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
な
ど
、
検
討
課
題
が
実

に
多
い
う
え
、
災
害
時
に
は
道
の
駅
の
従
業
員
も
被

災
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
従
業
員
の
安
全
を
守
り
な
が

ら
、
観
光
客
の
誘
導
を
進
め
る
に
は
ど
う
す
べ
き

か
。
道
の
駅
と
市
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
に
は

設
備
面
で
の
支
援
も
お
願
い
し
た
い
。
防
災
力
を
充

実
さ
せ
る
た
め
三
者
で
力
を
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

山
内
秀
彦
代
表
理
事

災
害
時
に
頼
り
に
さ
れ
る
道
の
駅

　道
の
駅
は
今
や
ブ
ラ
ン
ド

施
設
で
あ
り
、
訪
れ
る
観
光

客
は
急
速
に
増
え
て
い
る
。

　災
害
時
に
は
市
民
の
安
全

を
守
る
こ
と
が
、
設
置
者
の

自
治
体
の
最
大
の
役
割
に
な

り
、
観
光
客
ま
で
自
治
体
の
支
援
が
及
ば
な
い
恐
れ

が
あ
る
。
し
か
も
、
道
の
駅
の
職
員
も
被
災
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
災
害
時
に
十
分
な
マ
ン
パ
ワ
ー
が
確
保

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
周
辺

施
設
や
他
の
道
の
駅
と
、
災
害
時
を
想
定
し
た
協
力

関
係
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

　日
ご
ろ
や
っ
て
い
な
い
こ
と
は
非
常
時
に
は
で
き

な
い
。
災
害
時
に
役
立
つ
も
の
を
普
段
か
ら
販
売
す

る
と
い
っ
た
試
み
も
有
効
だ
。
子
育
て
世
代
向
け
に

日
ご
ろ
か
ら
紙
お
む
つ
を
販
売
す
る
と
い
っ
た
取
り

組
み
が
災
害
時
に
生
き
て
来
る
だ
ろ
う
。

道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」

　志
村
正
信
支
配
人

従
業
員
の
安
全
確
保
も
重
要

　道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
は

市
と
の
覚
書
に
基
づ
き
、
近

く
を
走
る
国
道
沿
い
で
被
災

し
た
方
々
の
一
時
避
難
場
所

の
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
５
年
前
の
冬
の
大

雪
で
は
、
自
宅
に
帰
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
高
い
職
員

は
帰
宅
さ
せ
、
残
っ
た
職
員
が
行
き
場
を
失
っ
た
観

光
客
の
た
め
に
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
を
買
っ
て

来
て
配
っ
た
。

　そ
れ
を
教
訓
に
今
は
１
５
０
０
食
の
食
事
が
提

供
可
能
に
な
っ
て
い
る
が
、
富
士
山
の
噴
火
や
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
た
時
に
ど
う
な
る
の

か
、
正
直
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
い
。
発
生
が
観

光
シ
ー
ズ
ン
な
の
か
、
昼
な
の
か
夜
な
の
か
で
も

対
応
は
大
き
く
異
な
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
夜

の
道
の
駅
に
は
職
員
は
い
な
い
。
市
や
国
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

間
宮
敏
博
地
域
道
路
調
整
官

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
広
域
支
援
体
制
が
課
題

　「
休
憩
機
能
」「
情
報
発

信
機
能
」「
地
域
連
携
機

能
」
の
三
つ
の
機
能
に
続

く
第
４
の
役
割
と
し
て
道

の
駅
の
「
防
災
機
能
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、全
国
で
非
常
電
源
を
備
え
て
い
る
の
は
32
％
、

備
蓄
設
備
は
17
％
、
貯
水
設
備
の
整
備
も
23
％
に

過
ぎ
な
い
。
防
災
先
進
地
と
さ
れ
て
い
る
静
岡
県

で
は
、
非
常
用
電
源
は
８
割
、
水
の
確
保
手
段
は

６
割
近
く
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
＝
３
面
参
照
）作
り
が
遅
れ
て
い
る
。

　東
海
地
方
は
、
東
名
、
新
東
名
の
高
速
道
が
貫

き
、
一
般
道
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
道
路
網
を

生
か
し
た
広
域
支
援
体
制
を
築
き
、
地
域
防
災
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
道
の
駅
へ
の
防
災
設
備
の

整
備
へ
の
支
援
も
さ
ら
に
進
め
、
国
と
自
治
体
、

道
の
駅
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

常
葉
大
学
社
会
環
境
学
部

　阿
部
郁
男
教
授

災
害
時
の
役
割
の
想
定
を

　道
の
駅
が
災
害
時
に
ど

う
い
う
役
割
を
果
た
す

か
。
予
想
さ
れ
る
災
害
の

姿
や
、
地
理
的
な
環
境
を

踏
ま
え
な
が
ら
考
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　観
光
地
に
あ
る
と
い
う
道
の
駅
の
特
性
を
踏
ま

え
、
避
難
対
策
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
ピ
ー
ク
を

見
据
え
た
対
策
も
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　ふ
だ
ん
使
い
の
も
の
を
、
災
害
時
に
生
か
す
と

い
う
観
点
も
大
切
だ
。
紙
お
む
つ
を
日
ご
ろ
か
ら

販
売
し
て
い
れ
ば
、
い
ざ
災
害
と
い
う
時
に
も
対

応
で
き
る
。
単
独
で
災
害
に
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
自
治
体
や
国
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
施
設
や
民

間
団
体
と
も
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
災
害
を

迎
え
撃
つ
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

◆
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー

　会
場
の
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ

ー
で
は
、
い
ざ
災
害
と
い
う
時
に

役
立
つ
防
災
機
器
の
展
示
も
行
わ

れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
置
か
れ
た
の
は
、
大
手
警

備
会
社
「
セ
コ
ム
」
が
開
発
し
た

「
防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
」
＝
写
真
㊤

＝
。
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

で
水
に
浮
き
、津
波
や
土
砂
災
害
、

地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
な
ど
か
ら

命
を
守
る
。
電
波
を
遮
ら
な
い
た

め
携
帯
電
話
で
救
助
を
求
め
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
。

　同
社
は
、
収
納
ボ
ッ
ク
ス
付
き

で
屋
外
設
置
が
出
来
る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）」
も
あ

わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
。
心
停
止
に
陥
っ
た

人
の
命
を
救
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
雨
風

を
避
け
る
た
め
屋
内
に
設
置
す
る

の
が
一
般
的
だ
が
、
直
売
場
な
ど

の
閉
店
後
に
駐
車
場
や
ト
イ
レ
利

用
者
が
屋
外
で
倒
れ
る
恐
れ
も
あ

る
。
同
社
の
担
当
者
は
「
こ
れ
で

24
時
間
使
え
ま
す
」
と
話
す
。

　こ
の
ほ
か
、
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式

会
社
は
、
微
風
で
も
発
電
で
き
、

災
害
時
の
電
源
と
し
て
頼
り
に
な

る「
ジ
ャ
イ
ロ
型
風
力
発
電
設
備
」

を
、
株
式
会
社
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ

と
日
本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

は
、
自
動
的
に
排
泄
物
を
防
臭
フ

ィ
ル
ム
で
包
み
込
ん
で
処
理
す
る

仮
設
ト
イ
レ
「
ラ
ッ
プ
ポ
ン
」
＝

写
真
㊦
＝
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
締
め
く
く
り

は
、
恒
例
の
「
防
災
た
す
き
」
引
継
ぎ
式
。

開
催
地
・
富
士
宮
市
の
須
藤
市
長
と
、
前
回

会
場
の
「
北
川
は
ゆ
ま
」（
宮
崎
県
延
岡
市
）

を
運
営
す
る「
の
べ
お
か
道
の
駅
株
式
会
社
」

の
高
木
亨
輔
社
長
か
ら
、
次
回
開
催
地
の
広

島
県
三
原
市
観
光
課
の
井
上
典
彦
観
光
振
興

係
に
た
す
き
が
託
さ
れ
た
。

趣
旨
説
明
　宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
成
学
部

　熊
野
稔
教
授

基
調
講
演
　京
都
大
学
大
学
院

　人
間
・
環
境
学
研
究
科

　鎌
田
浩
毅
教
授

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　地
域
防
災
か
ら
観
光
客
の
支
援
ま
で

復
旧
へ
の
努
力
続
く
…
台
風
被
害
に
あ
っ
た
千
葉
県
内
の
道
の
駅
を
ル
ポ

次
回
開
催
の
広
島
県
三
原
市
へ

防
災
た
す
き
リ
レ
ー

熊野稔宮崎大教授

講演する鎌田教授。赤いス
ラックスや上着は火山のマ
グマをイメージ。聞き手と
のコミュニケーションを大
切にする演出という

富
士
山
噴
火
と
南
海
ト
ラ
フ

道
の
駅
の
「
防
災
機
能
」
の
意
義
と
大
切
さ
を
全
国
に
発
信
し
よ
う

大
地
変
動
の
時
代

　
地
域
の
拠
点
「
道
の
駅
」
の
課
題
と
役
割

恒例のたすきリレー

天童温泉
今田晃駅長

　将棋駒と温泉とフルーツの里天童。市

山形県天童市鍬ノ町 2-3-41
国道 13 号　TEL.023-651-2002

内中心部に位置する道の駅には、疲れを癒すこと
のできる足湯、音楽に合わせて水遊びが楽しめる
噴水広場、大型遊具が揃ったわくわく交流広場が
設置されています。産直施設を併設していますの
で、ぜひ四季折々のフルーツをお楽しみください。

清流の里しろとり
笠野和幸駅長

　福井・岐阜・高山からの交差点にあり、

岐阜県郡上市白鳥町向小駄良 693-2
国道 156 号　TEL.0575-82-2000

観光案内所を併設し休憩できる道の駅です。郡上
の特産品を揃えたお土産コーナー、新鮮野菜が豊
富な産直野菜コーナー、スイーツバイキングが人
気のレストランのほか、食品サンプルの製造体験
や地元産蕎麦の手打ち体験も楽しめます。

パパスランドさっつる
角谷冬樹代表取締役社長

　清里町には摩周湖の伏流水が湧き出

北海道清里町神威 1071
道道 1115 号　TEL.0152-26-2288

ている神の子池があり、その清らかな水が育てる
野菜は皆とても美味。清水は全国的にも評価の高
いじゃがいも焼酎「北海道清里」を産み出しまし
た。温泉、レストラン、広い土地を生かしパーク
ゴルフ、ドッグランも利用できる観光拠点です。

たのはた
高木智彦店長

　地元特産品の田野畑牛乳を使用したソ

岩手県田野畑村菅窪 223-85
国道 45 号　TEL.0194-34-2111

フトクリームや、のむヨーグルトなどは、田野畑
の美味しいを一気に楽しめる人気商品です。わか
めと鴨肉を使用したコロッケは人気も高く、道の
駅でしか食べられません。仮設店舗で営業してま
すが、三陸海岸を訪れた際はぜひご賞味ください。

名水の郷きょうごく
金子信也主任

　羊蹄山麓の京極町にあり、環境省の

北海道京極町川西 45-1
道道京極倶知安線  TEL.0136-42-5237

名水百選「羊蹄の吹き出し湧水」を求めて多くの
観光客が訪れます。公園内の湧水は一年を通して
変わらない水温と１日約 8 万㌧という豊かな水量
で、憩いの場として親しまれるともに、京極特産
品や名水を使った各種料理にも活用され人気です。

親不知ピアパーク
比後俊輔管理協会担当員

　全国初の海上インターチェンジであ

新潟県糸魚川市外波 903-1
国道８号　TEL.025-561-7289

る北陸道親不知 IC から車で 2 分。隣接する親不
知海岸で海水浴や磯釣り等のマリンレジャーを楽
しめるほか、ヒスイ探しも大人気で、運が良けれ
ばヒスイ原石を見つけられます。石のまち糸魚川
へあなただけの石探しにいらっしゃいませんか？
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　ス
イ
ス
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｄ
と
い
う
い

ろ
ん
な
指
標
か
ら
各
国
の
競
争
力

ラ
ン
ク
を
計
算
し
て
発
表
し
て
い

る
機
関
が
あ
り
ま
す
。か
つ
て
は
、

こ
の
ラ
ン
ク
付
け
で
日
本
が
２
位

に
な
っ
た
、
３
位
に
な
っ
た
と
喜

ん
だ
り
し
た
も
の
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
２
０
１
９
年
５
月
の
日
本

経
済
新
聞
に
は
、｢

日
本
の
競
争

力
が
30
位
に
落
ち
た
」
と
の
報
道

が
あ
っ
た
の
で
す
。

　韓
国
に
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
世
界
に
お
け
る
日
本
の
凋

落
ぶ
り
は
、
い
ろ
ん
な
指
標
に
表

れ
て
い
て
「
日
本
よ
、
な
ん
と
か

し
ろ
」
と
警
告
し
て
い
る
の
に
、

こ
の
国
は
愚
か
に
も
、
財
政
再
建

至
上
主
義
を
謳う

た
い
続
け
て
、
強
化

さ
れ
て
来
な
か
っ
た
堤
防
の
破
堤

に
加
え
、
増
税
に
よ
る
デ
フ
レ
の

促
進
、
デ
フ
レ
に
よ
る
勤
労
者
の

貧
困
化
、
そ
の
貧
困
化
に
よ
る
消

費
の
低
迷
、
そ
の
低
迷
に
よ
る
経

済
の
非
成
長
、
そ
の
非
成
長
に
よ

る
税
収
の
低
迷
と
い
う
恐
怖
の
循

環
構
造
か
ら
脱
却
で
き
な
い
で
い

る
の
で
す
。

　近
年
、
科
学
技
術
系
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
の
受
賞
が
続
き
、
大
変
に
め

で
た
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
の

研
究
の
多
く
が
か
な
り
昔
の
も
の

な
の
で
す
。
今
日
の
企
業
か
ら
は

基
礎
研
究
が
ほ
と
ん
ど
消
え
去

り
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
は
ず
の
大

学
や
国
の
研
究
機
関
も
予
算
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　大
学
の
環
境
が
大
き
く
悪
化

し
、
教
授
な
ど
の
研
究
者
は
周
辺

の
研
究
補
助
や
事
務
を
担
う
職
員

の
減
少
や
消
滅
に
よ
っ
て
、
研
究

者
に
雑
用
を
強
要
し
て
研
究
時
間

を
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
タ
イ
ピ

ス
ト
と
い
う
有
名
な
命
題
が
あ
り

ま
す
。
あ
の
大
物
理
学
者
の
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ト
ッ
プ
級
の
腕

を
持
つ
タ
イ
ピ
ス
ト
だ
っ
た
と
し

て
も
、
や
は
り
彼
に
は
タ
イ
プ
を

打
た
せ
る
よ
り
は
研
究
に
没
頭
さ

せ
た
方
が
世
の
た
め
に
な
る
と
い

う
話
で
す
。

　日
本
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に

せ
っ
せ
と
タ
イ
プ
を
打
た
せ
、
わ

ず
か
な
人
員
削
減
効
果
だ
け
を
祝

っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
競
争
力
が

30
位
と
な
っ
た
の
は
、
財
政
再
建

至
上
主
義
の
必
然
な
の
で
し
た
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
タ
イ
ピ
ス
ト

観
光
資
源
を
有
機
的
に
連
携

　自
転
車
は
乗
る
こ
と
自
体
を
楽

し
み
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
で

地
域
を
巡
り
、
沿
線
の
魅
力
を
楽

し
む
な
ど
、
地
球
環
境
に
も
優
し

い
こ
と
か
ら
世
界
中
で
人
気
が
高

ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
各
地
で

官
民
が
連
携
し
、
自
転
車
の
活
用

に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
優
れ
た
観
光
資
源

を
走
行
環
境
や
休
憩
・
宿
泊
機
能
、

情
報
発
信
な
ど
多
様
な
取
り
組
み

と
連
携
さ
せ
た
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
し
よ
う
と
創
設
し
た

の
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル

ー
ト
」
制
度
で
あ
る
。

　新
た
な
観
光
価
値
を
創
造
し
て

地
域
の
創
生
を
図
る
た
め
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
一
定
水
準

を
満
た
す
ル
ー
ト
を
国
が
指
定
し

て
、
世
界
に
誇
れ
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ル
ー
ト
と
し
て
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
強

力
に
推
進
す
る
狙
い
だ
。

　自
転
車
道
は
各
地
で
増
え
て
き

た
が
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
向
け
の
宿

泊
施
設
や
、
外
国
人
も
迷
わ
ず
快

適
に
利
用
で
き
る
ル
ー
ト
は
ま
だ

少
な
い
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
好
む

外
国
人
観
光
客
も
増
え
て
お
り
、

国
際
水
準
の
自
転
車
環
境
整
備
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

　指
定
要
件
の
「
一
定
の
水
準
」

は
、
①
ル
ー
ト
設
定
②
走
行
環
境

③
受
け
入
れ
環
境
④
情
報
発
信
⑤

取
り
組
み
体
制
│
│
で
、
こ
の
五

つ
の
観
点
か
ら
評
価
。

　自
転
車
を
通
じ
て
優
れ
た
観
光

資
源
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
よ

う
と
、
国
土
交
通
省
は
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
制
度
」
を

創
設
、
第
１
次
ル
ー
ト
と
し
て
11

月
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ

ー
ド
＝
茨
城
県
／
ビ
ワ
イ
チ
＝
滋

賀
県
／
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
＝
広
島
・
愛
媛
両
県

＝
の
３
ル
ー
ト
を
指
定
し
た
。

国土学アナリスト

ビワイチなど第１次の３ルートを指定
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

ビ
ワ
イ
チ

サイクリスト専用ホテル　ONOMICHI  U2
photo-Tetsuya Ito/Coutesy of Discover Link Setouchi 

みなとま～れ寿都
渡部拓也事務局長

　漁港が目の前に広がる珍しいロケー

北海道寿都町大磯町 29-1
道道 9 号　TEL.0136-62-2550

ション。ドライブの休憩にゆったりとしたひと時
をお過ごしいただけます。お土産に「生炊きしら
す佃煮」をはじめとした水産加工品、オリジナル
グッズなどを販売。お食事は「寿都ホッケめし」
など地元の食材を使用したメニューを提供します。

上田 道と川の駅
石井孝二代表世話人

　奇岩「岩鼻」が象徴する道の駅に加

長野県上田市小泉 2575-2
国道 18 号バイパス /143 号  TEL.0268-75-0587

え、全国初の「川の駅」を名乗り、美しい自然
と歴史、多彩なイベントで多くの皆様に親しん
で頂いております。台風 19 号により川の駅は
壊滅状態になりましたが、復旧・復興に向け頑
張ってまいります、応援をお願い致します。

あわじ
西田利行駅長

　明石海峡大橋の淡路島側たもとにあ

兵庫県淡路市岩屋 1873-1
県道 31 号　TEL.0799-72-0001

り、大迫力の景観を見ながら『生しらす丼』など
の海鮮を楽しむ家族連れやカップルで賑わいま
す。淡路牛を手軽に味わえる『淡路牛バーガー』、
ちりめんを肥料にして育てた玉ねぎ『五色浜ゴー
ルド』、自社製佃煮などここだけの商品も充実。
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次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～

　風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　し
か
し
、こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。

　オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。

2020 年（令和２年）１月 第57号

一般的なトイレが使
えなくてもラップポ
ン（右）なら大丈夫

〒 144-0052 東京都大田区蒲田 5-38-3 蒲田朝日ビルディング 8 Ｆ
株式会社オアシスＭＳＣ　メディカルサポート事業部
TEL：03-5711-8211/ ＦＡＸ：03-5711-8219
http://www.oasismsc.co.jp/index.html

ル
ー
ト
は
１
０
０
㌔
以
上

　具
体
的
に
は
、
魅
力
あ
る
安
全

な
ル
ー
ト
で
概
ね
１
０
０
㌔
㍍
以

上
／
迷
わ
ず
安
心
し
て
走
行
で
き

る
経
路
な
ど
の
路
面
表
示
、
案
内

看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
／
鉄
道

駅
な
ど
多
様
な
交
通
手
段
に
対
応

し
た
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
が
整
備
さ

れ
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
着
替
え

場
所
等
が
あ
る
／
い
つ
で
も
休
憩

で
き
、
安
心
し
て
宿
泊
可
能
な
環

境
が
あ
る
／
自
転
車
の
ト
ラ
ブ
ル

に
対
応
で
き
、
緊
急
時
の
サ
ポ
ー

ト
が
得
ら
れ
る
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
日
英
２
カ
国
語
以
上
の
情

報
発
信
を
し
て
お
り
、
容
易
に
情

報
が
得
ら
れ
る
│
│
な
ど
を
満
た

す
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
。

　ル
ー
ト
発
表
に
際
し
、
赤
羽
一

嘉
国
土
交
通
大
臣
は
「
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
推
進
、
発

展
さ
せ
る
た
め
、
自
治
体
が
磨
い

て
き
た
優
れ
た
ル
ー
ト
を
『
ナ
シ

ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
』
と
し

て
決
定
し
た
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
本
格
ス
タ
ー
ト
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
を

強
力
に
進
め
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
を
最
大
限
に
支
援
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　ま
た
、
第
１
次
ル
ー
ト
指
定
に

合
わ
せ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ロ
ゴ
マ

ー
ク
＝
10
面
＝
も
制
定
さ
れ
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
全
国
か
ら
公
募
で

寄
せ
ら
れ
た
約
２
７
０
件
の
中
か

ら
選
ば
れ
、コ
ン
セ
プ
ト
は「
和
」。

自
転
車
を
漢
字
の
「
和
」
で
表
現

し
て
お
り
、
和
や
か
で
心
地
よ
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
出
会
う
人
や
コ
ト
と
の
つ
な
が

り
（
輪
と
和
）
を
表
す
と
い
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
や
、
現
地
の

路
面
表
示
、
案
内
看
板
な
ど
多
彩

な
場
面
で
使
用
す
る
。

災害対策用トイレ・ラップポン　凝固剤を入れてボタンを押せば自動でラッピング

　日
本
は
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
局
地
的
な
豪
雨
災
害
や
大
地
震
が
多

発
し
て
い
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
や
住
居
が

打
撃
を
受
け
る
と
、
被
災
者
の
暮
ら
し
は

困
難
を
極
め
る
。
直
面
す
る
問
題
は
何
よ

り
ト
イ
レ
だ
。
水
が
流
せ
ず
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
る
。
ト
イ

レ
を
我
慢
し
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
、
な

と
、
災
害
対
策
備
蓄
用
の
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
「
ラ
ッ

プ
ポ
ン
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
の
が
販
売
代
理
店
の
株

式
会
社
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
だ
。

　ラ
ッ
プ
ポ
ン
は
凝
固
剤
を
入
れ
て
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
自

動
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。特
殊
防
臭
フ
ィ
ル
ム
で
１
カ
月
以
上
、

ど
避
難
所
で
も

深
刻
だ
。

　仮
設
ト
イ

レ
を
待
ち
望
む

被
災
者
の
悩
み

を
解
決
し
よ
う

菌
も
臭
い
も
漏
れ
ず
、
軽
量
で
備

蓄
の
場
所
も
取
ら
な
い
。
製
造
元

は
日
本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

ラ
ッ
プ
ポ
ン
事
業
部
で
、
災
害
備

蓄
用
に
民
間
企
業
、
官
公
庁
、
自

治
体
な
ど
に
１
万
台
以
上
導
入
実

績
が
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
は

災
害
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道

の
駅
で
も
導
入
を
、
と
呼
び
掛
け

て
い
る
＝
別
表
参
照
。

ラップポン被災地支援設置状況
能登半島地震 11 カ所 50 台
中越沖地震 30 カ所 100 台
東日本大震災 50 カ所以上 500 台
熊本地震 95 カ所以上 約 450 台
西日本豪雨 130 カ所以上 約 500 台
北海道地震 20 カ所以上 100 台

■大石久和のラジオ国土学入門
　本紙創刊以来 15 年、人気コラム「国土学事始め」を執筆する第
105 代土木学会会長で作家の大石久和国土学研究所所長のトーク番
組「道の駅プレゼンツ・大石久和のラジオ国土学入門」が、10 月か
らニッポン放送で始まっている。毎週日曜日 20：00 ～ 20：30 分。
　美しいニッポンを後世に残すため、私たちはいかに国土に働きかけ

ていくべきか。多発する自
然災害や急激な気候変動の
もと、この国土とともにど
のように生きてゆけばいい
のか。ニッポンの進むべき
道を熱く語る。

　「国土に働きかけることによって、はじめて国土は恵みを返してく
れる」と大石氏が提唱するのが『国土学』。これまでに放送された主
なテーマは「日本のインフラ整備は先進国で最低 !?」「今回の強風・
大雨被害を振り返って」「首都圏の大地震対策は整っているか」など。

「駅長さん登場」のコーナーもある。番組名でネット検索すれば、放
送済み分も聞くことができる。

■「道の駅」駅長会議で永年勤続表彰
　　九州・沖縄「道の駅」連絡会の「駅長・実務担当者会議」が 12 月、
宮崎県都城市で開かれ、駅長を長く務めている職員を永年勤続表彰し

た。表彰された人は次の通り。＝
敬称略、カッコ内は道の駅名。
　勤続 25 年＝高橋正之助（小国）
竹隈健二（樋脇）／同 20 年＝古
澤新一（波野）／同 15 年＝河津
純治（原鶴）岡﨑省三（彼杵の荘）

川田喜伝治（みずなし本陣ふかえ）上田知明（松浦海のふるさと館）
上杉弘幸（おおすみ弥五郎伝説の里）三浦俊荘（きよかわ）犬童吉弘（山
之口）／同 10 年＝野中正秋（たちばな）山口克己（うすい）池田幸
人（太良）田村亮（宇目）野邊和美（酒谷）。

■道の駅で電動キックボード試乗会
　千葉県市川市の道の駅「いちかわ」でこのほど、電動キックボード
＝写真＝の試乗会が開かれた。同道の駅と「Wind Mobility Japan ㈱」
が、国土交通省と同市の協力を受け、地方創生の拠点となる道の駅で、

シェア電動キックボードサービスの普及・啓発と利
用ニーズを把握するために実施。公道走行での電動
キックボード試乗会は国内初という。
電動キックボードは、世界中で急速に普及が進む
新たな交通手段。スマホや GPS などを活用し、駅
やバス停などと目的地を効率的に移動する手段とし
て、期待される。

　同時に千葉商科大学の学生が県内の観光ブルーベリー園エザワフル
ーツランドと共同開発し、木更津市産業・創業支援センターと連携し
て販路を開拓した『ど根性栽培ブルーベリー飲む果実酢』の販売も併
せて行った。道の駅と産・官・学の連携の成果だ。

ナショナルサイクルルート制度創設

第１次ナショナルサイクルルートの関係知事や市
長ら（中央はロゴマークを持つ赤羽一嘉国交相）

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦

全
国
初
の
鉄
道
駅
直
結
サ
イ
ク

リ
ン
グ
拠
点

路面表示の例

阿賀の里
林眞一郎駅長

　福島県境に位置し、阿賀野川ライン

新潟県阿賀町石間 4301
国道 49 号　TEL.0254-99-2121

遊覧船の発着場にもなっており、1年を通じて遊
覧船から阿賀野川の風光明媚を堪能頂けます。お
土産品等の町特産品コーナーも人気です。Iター
ンで見習い船頭から駅長になった私も、たまには
船頭も務めていますので是非、お越しください。

ステラ★ほんべつ
今村周平事務局長

　長年親しまれたふるさと銀河線旧本

北海道本別町北 3-1-1
国道 242 号　TEL.0156-22-5819

別駅を再活用しています。今年度営業開始10周
年を記念してハロウィン祭りを開催し、本別産小
麦きたほなみ使用ほんべつばうむの販売を開始し
ました。豆のまち本別町ですので、20種類以上
の生豆や豆を使用したパン、大福などが人気です。

波野
吉岡竜馬総務課長

　高原野菜の宝庫でもある物産館には、

熊本県阿蘇市波野小地野 1602
国道 57 号　TEL.0967-24-2331

毎日新鮮な野菜類や加工品が並びます。「田舎の
キャベツでつくったドレッシング」、「じゃがいも
パイ」も好評。地元産そばが名物で、自社工場で
製粉しそば粉・そば麺を製造しており、レストラ
ンで打ちたてを召し上がることができます。

11



2020 年（令和２年）１月 第57号

　台
風
や
大
雨
で
被
災
し
た
千
葉

県
南
房
総
市
の
子
ど
も
た
ち
を
励

ま
そ
う
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ

バ
ニ
エ
ミ
市
公
認
の
本
場
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
こ
の
ほ
ど
、
台
風

15
号
で
屋
根
が
吹
き
飛
ぶ
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
同
市
の
道
の
駅

「
と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
」
を
訪

れ
、
同
市
立
冨
浦
こ
ど
も
園
の
園

児
ら
に
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
た
。

　道
の
駅
で
サ
ン
タ
さ
ん
を
迎
え

た
園
児
ら
は
約
60
人
。
真
っ
白
な

長
い
ひ
げ
の
サ
ン
タ
さ
ん
が
鈴
を

鳴
ら
し
て
登
場
す
る
と
歓
声
を
あ

道の駅の進化が「未来を支える」

新たな機能「ローカル・ハブ」
台風や大雨で被災の千葉の子供たちと交流

本場のサンタが道の駅に涌井史郎氏東京都市大学特別教授

　道
の
駅
は
と
て
も
優
れ
た
制
度
だ

と
思
い
ま
す
。
普
段
な
ら
目
的
地
に

向
か
っ
て
一
直
線
に
走
り
、
途
中
を

通
過
し
て
し
ま
う
の
が
「
道
」
で
す

が
、
道
の
駅
は
途
中
に
あ
る
一
つ
一

つ
の
地
域
を
楽
し
み
な
が
ら
人
々
を

留
め
る
こ
と
が
出
来
る
施
設
で
す
。

「
走
っ
て
」「
休
む
」。
休
み
な
が
ら

そ
の
地
域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。

　農
産
物
や
酒
類
な
ど
地
域
な
ら
で

は
の
地
場
産
品
が
直
接
手
に
入
り
、

見
て
触
れ
ら
れ
る
の
は
楽
し
い
空
間

で
す
。
購
買
に
よ
っ
て
地
域
経
済
を

支
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
情
報
を

発
信
す
る
重
要
な
場
所
で
も
あ
り
、

今
や
鉄
道
駅
よ
り
も
道
の
駅
が
地
域

情
報
発
信
の
機
能
を
実
装
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
鉄
道
の
駅
中
で

は
ど
こ
で
も
同
じ
モ
ノ
が
手
に
入
り

ま
す
が
、
道
の
駅
は
そ
こ
で
し
か
手

に
入
ら
な
い
モ
ノ
が
多
い
、
と
い
う

点
が
明
確
な
違
い
で
す
。

　私
た
ち
は
道
の
駅
で
単
に
商
品
を

購
入
し
て
い
る
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
実
は
地
域
の
個
性
を
購
入
し
て

い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
機
能
を
持

つ
道
の
駅
で
、
地
域
の
自
然
特
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
通

じ
て
防
災
・
減
災
・
克
災
の
災
害

３
要
素
に
気
づ
き
を
与
え
る
機
能

を
道
の
駅
が
備
え
れ
ば
、
と
て
も

意
義
深
い
こ
と
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
発
生
時
に
道
の
駅
が
果
た
す

物
理
的
な
役
割
、
機
能
を
き
ち
ん

と
磨
き
上
げ
る
こ
と
も
重
要
で
、

今
後
の
道
の
駅
に
求
め
ら
れ
る
大

事
な
点
で
す
。

　Ｉ
Ｔ
化
の
急
速
な
進
展
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
浸
透
と
と
も

に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
も
急
速
に
変
化
す
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
仕
事
場

の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
が
進
み
自

然
に
囲
ま
れ
た
絶
好
の
場
所
で
、

げ
て
大
喜
び
。
園
児
ら
が
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
や
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
サ
ン
タ
さ
ん
と
握
手
、
記
念

撮
影
な
ど
で
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
後
、
サ
ン
タ
さ
ん
は
よ
り
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
約
40
人
が
待
つ

冨
浦
こ
ど
も
園
も
訪
問
、
そ
こ
で

も
交
流
を
繰
り
広
げ
た
。

　サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
ロ
バ
ニ
エ

ミ
市
に
あ
る
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

村
」か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
来
日
、

全
国
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て

い
る
が
、
台
風
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
を
激
励
し
よ
う
と
、
日
本
の

窓
口
団
体
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
事

務
局
」
と
本
紙
が
協
力
、
南
房
総

市
へ
の
訪
問
が
実
現
し
た
。

機
能
が
加
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
道
の
駅
に
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
だ
け
で
も
全
然
違

う
環
境
に
な
る
の
で
す
。

　お
気
に
入
り
の
道
の
駅
で
仕
事

が
可
能
に
な
れ
ば
、
道
の
駅
の
拠

点
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
・
ハ
ブ
と
し
て
立
ち
寄

る
道
の
駅
で
、
過
去
の
災
害
の
情

報
が
目
に
入
れ
ば
、
日
常
の
構
え

に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ

と
で
し
ょ
う
。

　道
の
駅
は
、
こ
れ
か
ら
の
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
や
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
機
能
や
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
道
の
駅
の

進
化
が
「
未
来
を
支
え
る
」。
そ

こ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
に
溢
れ
た
仕
事

が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　そ
ん
な
時
代
に

は
、
道
の
駅
に
「
情

報
の
ハ
ブ
」「
ロ
ー

カ
ル
・
ハ
ブ
」
と
い

う
、
さ
ら
に
新
た
な

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
 　本紙が創刊以来追求してきた「道の駅と防災」について伺います。

Ｑ１．防災拠点として期待される「道の駅」に備えてほしいものは何

ですか？（優先すべきもの５つまで）

①非常用食料・飲料水　②非常時トイレ（災害時用、携帯用）

③テント、毛布等　④自家発電設備　⑤簡易入浴設備

⑥紙おむつ（乳幼児用、大人用）　⑦ミルク等乳幼児用食品

⑧授乳室　　⑨洗浄・除菌用品　⑩非常用通信手段

⑪携帯電話・スマホ充電器　　⑫Ｗ i- Ｆ i 設備

⑬災害時支援型自動販売機

⑭その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．食料、飲料水、居場所確保以外で、避難した際に配慮してほし

いもの、配慮した方が良いと思うものは？（優先順にいくつでも）

①乳幼児に対する配慮　②高齢者に対する配慮

③病人に対する配慮　④衛生面の配慮　⑤最低限のプライバシー配慮

⑥被災状況等の情報提供への配慮　　⑦音楽など心を癒す配慮　　⑧

ラジオ体操など身体を動かすための配慮　⑨その他（具体的に）

Ｑ３．日ごろから災害に備え、車に常備している防災用品はあります

か？（いくつでも）

①飲料／菓子類　②照明器具（懐中電灯）　③道路地図

④携帯トイレ　⑤カセットコンロ　⑥携帯電話・スマホ充電器

⑦毛布等防寒具　⑧携帯ラジオ　⑨カーラジオ以外はない

⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．本紙はどこの「道の駅」で入手しましたか？

（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（ ）

Ｑ１：①　②（災害時用、携帯用）　　③　　④　　⑤
　　　⑥（乳幼児用、大人用）　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
　　　⑪　　⑫　　⑬
　　　⑭（ ）

Ｑ２：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　⑨（ ）

Ｑ３：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨　
　　　⑩（ ）

Ｑ４：都道府県（ ）
　　　道の駅名（ ）
　　　　　　　　　　　　　
Ｑ５：（ ）

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は令和２年３月 20 日（金）。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

サンタさんと握手するちびっ子（冨浦こども園で）

　
ト
ピ
ッ
ク
ス

ローズマリー公園
戸崎諒人店長

　南房総の食の魅力が溢れる「はなま

千葉県南房総市白子 1501
県道和田丸山線　TEL.0470-46-2882

る市場」では、地元生産者による新鮮野菜やきれ
いな花々、干物やびわ商品などを取り揃えてあり
ます。軽食コーナーでは鯨のコロッケバーガーや
びわソフトクリームがおすすめ。徒歩ですぐの三
島海岸はインスタスポットとして人気です。

なないろ・ななえ
松金修一支配人

　道南の観光等情報発信により地域の

北海道七飯町峠下 380-2
国道 5号　TEL.0138-86-5195

活性化を目指しています。七飯町は西洋式農法発
祥の地で、地元農産物を利用したお土産やここで
しか食べられない「小原のガラナソフト、王様し
いたけコロッケ、ききりんご」がおすすめ。ご家
族連れで利用できるキッズスペースがあります。

フェニックス
金子雄希駅長

　日南海岸国定公園内「堀切峠」一帯

宮崎市内海 381-1
県道 377 号　TEL.0985-65-2773

に位置し、標高約 50 ㍍にある展望デッキから
は太平洋が一望できる絶景と「鬼の洗濯板」と
呼ばれる奇岩を見下ろせ、自然の力を感じる癒
しのスポットです。約 6 ㌶ある敷地には南国
情緒溢れる亜熱帯植物が植えられています。
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　「
平
成
」
は
災
害
の
多
い
30
年

で
あ
っ
た
が
、「
令
和
」
元
年
の

本
年
も
残
念
な
が
ら
台
風
15
号
、

19
号
等
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
あ

っ
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お

悔
や
み
を
、
災
害
を
蒙
ら
れ
た
方

々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
頻
度
、
規
模
等
こ
れ
ま
で
と
異

な
る
現
象
で
あ
り
、
災
害
被
害
の

最
小
化
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立

ち
、
中
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
く

事
後
的
で
な
く
予
防
的
・
事
前
的

且
つ
効
果
的
な
防
災
・
減
災
等
国

土
強
靭
化
を
求
め
た
い
。

　自
助
・
共
助
・
公
助
と
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
の
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ

ｕ
ｌ

　Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
」（「
令

和
」
の
英
訳
）
な
対
応
が
肝
要
で

あ
る
。
ダ
ム
・
調
整
池
・
堤
防
整

備
保
全
等
の
科
学
的
デ
ー
タ
に
基

づ
く
評
価
及
び
雨
量
・
水
位
の
上

下
流
一
体
と
し
て
の
把
握
と
避
難

の
多
様
な
情
報
提
供
の
在
り
方
を

踏
ま
え
た
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
効

果
的
な
対
応
、
公
助
に
頼
り
過
ぎ

な
い
自
助
・
共
助
と
の
調
和
の
取

れ
た
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　「
道
の
駅
」
は
平
成
５
年
度
以

来
１
１
６
０
の
駅
が
登
録
（
６
月

19
日
現
在
）
さ
れ
、
本
年
５
月
に

一
般
社
団
法
人
化
さ
れ
た
全
国
道

の
駅
連
絡
会
を
通
じ
て
の
情
報
交

換
や
交
流
の
活
性
化
・
深
化
に
よ

り
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た

「
令
和
」
に
相
応
し
い
進
化
が
期

待
さ
れ
る
。
既
に
「
地
方
創
生
」

と
共
に
「
防
災
」
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
強
化
が
政
策
目
標
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
助
・
共
助

・
公
助
と
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
「
Ｂ

ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ

　Ｈ
ａ
ｒ
ｍ

ｏ
ｎ
ｙ
」
な
対
応
、
一
律
的
で
な

く
地
域
・
ま
ち
の
状
況
に
即
し
た

柔
軟
か
つ
効
果
的
な
対
応
が
望
ま

れ
る
。

　「
道
の
駅
」
で
自
動
車
を
止
め

離
れ
周
辺
地
域
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
に

有
益
且
つ
地
域
と
の
触
れ
合
い
が

広
が
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

深
ま
り
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
自
動
車
利
用
者
と

地
域
と
の
協
働
が
評
価
さ
れ
て
い

る
「
道
の
駅
」
で
あ
る
が
、
自
動

車
利
用
者
か
ら
自
転
車
利
用
者
や

歩
行
者
へ
、「
道
の
駅
」
か
ら
周

辺
地
域
・
沿
道
地
域
へ
と
い
う「
点

か
ら
線
、
面
へ
」
の
広
が
り
の
あ

る
展
開
を
期
待
し
た
い
。

42

「
令
和
」
の
「
道
の
駅
」、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

る
探
検
的
旅
行
は
日
本
が
初
め
て

で
、
そ
の
後
の
彼
女
の
人
生
を
一

変
さ
せ
る
、
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン

グ
な
も
の
と
な
っ
た
。

横
浜
・
東
京
で
旅
の
準
備

　バ
ー
ド
は
イ
ギ
リ
ス
で
日
本
地

図
や
日
本
研
究
の
論
文
を
入
手

し
、
日
本
を
知
る
人
々
か
ら
情
報

を
得
る
ほ
か
、
在
日
英
国
公
使
館

の
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
卿
と
連
絡

を
取
り
合
う
な
ど
、
周
到
な
準
備

を
重
ね
て
来
日
し
た
。

　し
か
し
、
日
本
で
の

準
備
も
多
々
あ
っ
た
。

中
で
も
重
要
な
こ
と

は
、
通
訳
兼
ガ
イ
ド
を

雇
う
こ
と
だ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
人
医
師
で
、
ヘ

ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
表
記

で
知
ら
れ
る
ヘ
ボ
ン
博

士
の
横
浜
の
自
宅
で
、

通
訳
の
面
接
を
行
っ

た
。　紹

介
状
を
持
っ
た
何
（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

　
鐙
啓
記
）

人
も
の
日
本
人
が
、
入
れ
代
わ
り

立
ち
代
わ
り
面
接
に
訪
れ
た
な
か

に
、
紹
介
状
を
持
た
な
い
18
歳
の

若
者
が
い
た
。
バ
ー
ド
が
得
た
第

一
印
象
は
「
蟹が

に

股ま
た

で
背
が
低
く
均

整
の
取
れ
た
体
躯
だ
が
、
こ
れ
ま

で
会
っ
た
日
本
人
の
な
か
で
一
番

愚
鈍
そ
う
」と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
経
歴
な
ど
を
聞
き
、
英
語

も
互
い
に
通
じ
る
の
で
、
こ
の
伊

藤
と
い
う
青
年
を
雇
用
し
た
。
そ

の
後
、
青
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
、
英
語
通
訳
・
ガ
イ

ド
の
第
一
人
者
と
な
る
伊
藤
鶴
吉

だ
っ
た
。

　新
富
座
で
歌
舞
伎
を
見
た
り
、

浅
草
見
物
す
る
な
ど
の
合
間
に
、

パ
ー
ク
ス
の
妻
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
、
旅
に
持
参
す
る
食
糧
や
携
帯

の
風
呂
な
ど
の
用
意
を
整
え
、
６

月
10
日
、
バ
ー
ド
と
伊
藤
は
３
台

の
人
力
車
で
東
京
か
ら
北
に
向

か
っ
た
。

芝浦工業大学客員教授
谷口博昭

通
訳
が
必
要
な
初
め
て
の
探
検
的
旅
行
へ

太
平
洋
を
越
え
て
横
浜
に

　イ
ギ
リ
ス
を
後
に
し
、大
西
洋
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
、
太
平
洋
と
地
球

を
半
周
し
て
横
浜
港
に
降
り
立
っ

た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
探
検
家
イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
。
明
治
11
年
５
月

21
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　彼
女
の
目
的
は
、
ま
だ
西
洋
人

に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
、

日
本
北
部
の
辺
境
の
地
を
旅
し

て
、
最
終
目
的
地
の
北
海
道
日
高

地
方
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生

活
を
見
聞
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　当
時
バ
ー
ド
は
46
歳
。
若
い
こ

ろ
か
ら
脊
椎
の
病
気
に
悩
ま
さ

れ
、
医
師
か
ら
海
外
の
転
地
療
養

を
進
め
ら
れ
た
。
旅
に
出
る
と
体

調
が
よ
く
な
り
、ア
メ
リ
カ
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ハ
ワ
イ
な
ど
を
旅

行
し
て
い
た
。

　日
本
に
来
る
ま
で
の
バ
ー
ド
の

旅
は
、
英
語
圏
の
国
々
を
訪
ね
る

も
の
だ
っ
た
。
通
訳
を
必
要
と
す

高橋練染株式会社　　京都府京都市右京区山ノ内宮脇町 1-1　TEL075-802-3111
KOKORO CARE 事業部　　www.kokorocare.jp/

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

考
え
る
会
開
く

　イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
と
道

の
駅
を
考
え
る
会
議
が
11
月

21
日
、
栃
木
県
日
光
市
の
金

谷
ホ
テ
ル
歴
史
館
で
開
か
れ

た
。
２
０
２
０
年
が
バ
ー
ド

の
「
日
本
奥
地
紀
行
」
出
版

１
４
０
周
年
で
、
こ
れ
を
機

に
地
域
活
性
化
を
図
る
狙
い
。

　地
域
、
道
の
駅
、
日
本
風

景
街
道
な
ど
地
域
資
源
を
生

か
し
た
観
光
等
の
連
携
を
深

め
よ
う
と
①
道
の
駅
へ
の
パ

ネ
ル
設
置
②
観
光
誘
致
の

マ
ッ
プ
・
記
念
物
の
作
成
③

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
情
報
発

信
、
な
ど
協
議
し
た
。

バードが降り立った横浜
港の現在の「象の鼻埠頭」

公使館跡は現在の英国大使館

１

☆ロマン街道しょさんべつ
小笠原雅一担当チーフ

キャンプ場や温泉・温泉宿泊施設「ホ

北海道初山別村豊岬 153-1
国道 232 号　TEL.0164-67-2525

テル岬の湯」、天文台もあり賑わいます。近く
の海上に浮かぶ鳥居で有名な金毘羅神社には、
写真愛好家がたくさん。地元特産品の真フグを
使用したふぐだしラーメンや、ハスカップ製品
がお勧めです。

中山盆地
割田信次駅長

　群馬県北西部に位置し、地域創生の

群馬県高山村中山 2357-1
国道 145 号　TEL.0279-63-2000

核を目指しています。露天風呂付の日帰り温泉、
宿泊コテージ、地元産品の直売所、レストラン、
子供向け大型遊具と健康遊具が設置されている

「ふれあいパーク」など、小規模ですが複合リゾー
ト化した道の駅。きれいなトイレが自慢です。

きんぽう木花館
仮屋公志駅長

　薩摩半島中央部に位置する金峰町は

鹿児島県南さつま市金峰町池辺 1383
国道 270 号　TEL.0993-77-3833

農業の盛んな町で、特産品として金峰コシヒカリ、
金峰産ソバ粉、マンゴー等が有名です。地元の新
鮮野菜・豊富な特産品売店、地元産ソバ粉を使っ
た十割蕎麦が有名なレストラン、御一人からでき
るそば打ち体験 (予約制 )もございます。
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2020 年（令和２年）１月第57号

　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
防
災
意
識
大
切
に

　宮
崎
県
の
道
の
駅
リ
レ
ー
防
災

セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
さ
れ
た
先
生
が

56
号
で
、「
災
害
支
援
拠
点
と
し

て
の
道
の
駅
」
に
つ
い
て
書
い
て

お
ら
れ
る
の
を
読
ん
だ
の
は
、
ま

さ
に
各
地
で
台
風
19
号
に
よ
る
大

水
害
が
起
き
た
と
き
で
し
た
。
道

の
駅
に
避
難
し
た
方
も
あ
り
、
私

も
道
の
駅
と
防
災
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。　災

害
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が

起
こ
り
、
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り

防
災
意
識
を
持
ち
た
い
も
の
で

す
。（
広
島
県
大
竹
市

　公
務
員

女
性
・
48
歳
）

☆
地
域
防
災
計
画
を

　「
地
域
防
災
計
画
に
道
の
駅
の

役
割
を
盛
り
込
ん
で
災
害
に
備
え

る
べ
き
だ
」
と
の
記
事
、
今
後
の

大
災
害
対
策
の
た
め
に
も
非
常
に

興
味
深
い
内
容
で
し
た
。「
シ
リ
ー

ズ
国
土
教
育
」
も
読
み
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
。
災
害
後
の
対
策
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
も
の
が

あ
れ
ば
、
今
後
の
防
災
教
育
に
も

役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。（
鹿
児
島
県
姶
良
市

　天

文
指
導
員
男
性
・
67
歳
）

☆
希
望
を
つ
な
ぐ
道

　今
年
、
福
島
の
「
三
春
の
桜
」

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
雪
の
せ
い

で
開
花
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
し
た
が
、
東
北
中
央
道
が

明
日
開
通
す
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
道
が
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
は
何
か
、
希
望
に
感
じ
ら

れ
ま
す
ね
。「
復
興
進
む
東
北
の

道
」
の
記
事
、
東
北
が
元
気
に
な

る
紙
面
と
思
い
、
と
て
も
共
感
し

ま
し
た
。
災
害
に
ま
け
な
い
取
り

組
み
を
応
援
し
ま
す
。（
札
幌
市

　主
婦
・
43
歳
）

☆
災
害
対
策
に
便
利

　「
災
害
対
策
用
ト
イ
レ
・
ラ
ッ

プ
ポ
ン
」
っ
て
、
す
ご
く
便
利
な

商
品
で
す
ね
！

　あ
ち
こ
ち
で
災

害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

が
あ
れ
ば
衛
生
面
で
も
心
配
な
い

で
す
。（
兵
庫
県
姫
路
市

　会
社

員
女
性
・
46
歳
）

☆
地
図
で
災
害
伝
承

　「
自
然
災
害
伝
承
碑
」
を
地
図

で
発
信
す
る
と
い
う
記
事
、
関
心

を
持
っ
て
読
み
ま
し
た
。
わ
が
町

は
洪
水
発
生
な
ど
な
い
よ
う
な
高

台
に
あ
る
の
に
、
過
去
の
洪
水
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
付
近
に
残
っ
て
い

ま
し
た
が
、
開
発
で
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
防
災
の
観
点
か

ら
も
、
地
図
に
残
す
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。（
千
葉
県
八

千
代
市

　無
職
男
性
・
71
歳
）

☆
授
乳
室
お
願
い
！

　生
後
２
カ
月
の
子
供
を
連
れ
て

旅
行
中
、
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
で

授
乳
室
を
探
し
ま
し
た
が
み
あ
た

ら
ず
、
事
務
室
で
聞
い
た
ら
「
空

い
て
る
所
が
あ
る
の
で
使
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

　北
海
道
の
道
の
駅｢

北
オ
ホ
ー

ツ
ク
は
ま
と
ん
べ
つ
」
で
授
乳
、

お
む
つ
交
換
ス
ペ
ー
ス
が
24
時
間

利
用
で
き
、
子
育
て
応
援
自
販
機

も
備
え
た
こ
と
を
知
り
、
全
国
の

道
の
駅
に
も
で
き
た
ら
い
い
と
思

い
ま
し
た
。
紙
お
む
つ
、
液
体
ミ

ル
ク
な
ど
の
自
販
機
は
、
す
ぐ
に

も
多
く
の
道
の
駅
に
ほ
し
い
で

す
。（
福
島
市

　会
社
員
女
性
・

34
歳
）

☆
子
育
て
支
援
歓
迎

　「
道
の
駅
に
広
が
る
子
育
て
イ

ン
フ
ラ
」、
大
変
興
味
深
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
育
て

マ
マ
の
一
人
と
し
て
、
可
動
式
ベ

ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
〝
マ
マ
ロ
〟
の

普
及
を
希
望
し
ま
す
。
大
好
き
な

道
の
駅
の
発
展
に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。(

和
歌
山
県
海
南
市

　パ
ー
ト
女
性
・
36
歳)

☆
私
も
集
め
て
ま
す

　「
読
者
の
声
」
コ
ー
ナ
ー
、
面

白
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
道
の
駅

で
の
思
い
出
や
意
見
、
そ
し
て
ス

タ
ン
プ
や
切
手
と
い
っ
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
…
…
な
ど
熱
い
思
い
が
た

く
さ
ん
。
私
は
北
海
道
の
道
の
駅

で
販
売
さ
れ
て
い
る
「
カ
ン
ト

リ
ー
サ
イ
ン
マ
グ
ネ
ッ
ト
」
を
集

め
て
い
ま
す
。

　街
の
シ
ン
ボ
ル
と
市
町
村
名
が

描
か
れ
た
標
識
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版

な
ん
で
す
が
、
も
っ
と
集
め
て
冷

蔵
庫
一
面
い
っ
ぱ
い
に
貼
り
付
け

た
い
!!
（
東
京
都
北
区

　会
社
員

男
性
・
23
歳
）

☆
「
道
の
駅
切
手
」
ぜ
ひ

　地
元
の
郵
趣
会
に
参
加
し
切
手

収
集
を
し
て
い
ま
す
が
、
各
地
の

道
の
駅
で
特
産
品
や
食
事
を
楽
し

む
の
も
好
き
で
す
の
で
、
ご
提
案

で
す
。
日
本
郵
便
で
手
が
け
て
い

る
〈
フ
レ
ー
ム
切
手
〉
を
使
っ
て

「
道
の
駅
切
手
」
を
発
行
さ
れ
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　い
ろ
い
ろ
な
種
類
、
つ
く
り
方

が
あ
り
ま
す
が
、
お
気
に
入
り
の

写
真
を
持
ち
込
め
ば
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
63
円
切
手
や
84
円
切
手
を
何

枚
で
も
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
駅

の
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
手
に
入
れ
た
人
は
あ

ち
こ
ち
の
「
道
の
駅
切
符
」
と
同

様
、
台
紙
に
貼
っ
て
道
の
駅
ス
タ

ン
プ
を
押
し
た
り
、
訪
れ
た
道
の

駅
か
ら
手
紙
を
出
し
た
り
と
、
い

ろ
い
ろ
活
用
で
き
ま
す
よ
。（
岐

阜
県
可
児
市

　ア
ル
バ
イ
ト
男

性
・
70
歳
）

☆
リ
ハ
ビ
リ
頑
張
る

　ひ
ざ
の
手
術
で
入
院
中
で
す
。

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
動
け
な
い

の
で
す
が
、
家
族
が
持
っ
て
き
て

く
れ
た
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を
読

ん
で
、
行
き
た
い
所
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
励
み
に
し
て
い

ま
す
。
道
の
駅
文
庫
で
紹
介
し
て

い
た
『
あ
し
た
も
、
こ
は
る
び
よ

り
。』
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ

て
早
く
元
気
に
な
っ
て
、
自
分
で

ル
ー
ト
プ
レ
ス
を
も
ら
い
に
行
き

た
い
で
す
。（
北
海
道
釧
路
市

　

主
婦
・
68
歳
）

☆
駅
長
会
議
や
る
ね

　山
形
県
の
「
道
の
駅
」
駅
長
会

議
で
開
発
し
た
と
い
う
ヒ
ッ
ト
商

品｢

ク
ッ
キ
ー
シ
ュ
ー
ラ
ス
ク
」、

確
か
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
素
敵
で

す
。
地
元
の
女
子
大
生
た
ち
が
こ

ん
な
の
を
考
え
ら
れ
る
な
ん
て
ス

ゴ
イ
！ 

山
形
に
は
行
っ
た
事
が

な
い
の
で
す
が
、
来
年
の
旅
行
は

山
形
に
決
ま
り
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

「
ク
ッ
キ
ー
シ
ュ
ー
ラ
ス
ク
」
買

い
ま
す
!! (

大
阪
府
羽
曳
野
市

　

主
婦
・
48
歳)

☆
民
活
道
の
駅
で
も

　全
国
道
の
駅
連
絡
会
事
務
局
長

が
、
今
後
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
書
い
て
い
ま
し
た
ね
。

民
間
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
た
組
織

運
営
は
、
本
当
に
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
各
地
域
で
は
新
し
い
こ
と

に
目
を
向
け
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

事
業
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
は
少

し
劣
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

継
続
は
力
な
り
!!
（
長
野
県
諏
訪

郡

　パ
ー
ト
男
性
・
68
歳
）

あ
づ
き
な
く

　何
の
禍マ

ガ

言ゴ
ト

　今
更
に

　小コ
ワ
ラ
ハ
ゴ
ト

童
言
す
る

　老オ
ユ
ビ
ト人

に
し

て
（
巻
十
一
・
二
五
八
二
番
）

　
　役

に
立
た
な
い
無
益
な
、
ど
う
し
て
も
在
り
も
し
な
い
不
吉

　
　な

言
葉
で
、今
更
に
改
め
て
子
供
じ
み
た
言
葉
を
口
に
し
て
、

　
　誤

魔
化
そ
う
と
す
る
の
で
す
か
。
い
い
年
を
し
た
貴あ

な
た男

が
、

状
況
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
の
を

問
い
詰
め
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

　全
く
、
万
葉
時
代
か
ら
千
数
百

年
を
経
た
今
日
、
我
国
の
有
様
も

世
界
各
国
で
の
説
明
・
弁
解
の
放

逸
振
り
は
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
歌
境
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　さ
て
、
次
の
歌
境
に
移
ろ
う
。
歌
は
前
出
で
あ
る

　
　こ

の
私
が
、
あ
の
女ひ

と性
を
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
の
は
、
道
に

　
　外

れ
た
つ
ま
ら
な
い
こ
と
、
無
駄
な
こ
と
だ
!?  

こ
ん
な
に

　
　年

老
い
て
し
ま
っ
た
今
頃
に
な
っ
て
、
今
更
事
に
、
子
供
じ

　
　み

た
恋
心
を
持
っ
た
り
し
て
…
…
。
何
と
も
情
け
な
い
事

　
　だ

!!

　
　
　
　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　こ
の
歌
の
場
合
、
禍
言
・
小
童
言
の
「
言
」
は
「
事
」
と
す
る
。

元
来
、
言
は
、
事
柄
を
正
確
に
描
き
出
す
言
葉
で
あ
る
。
通
じ
て

い
る
の
だ
。

　稔
ら
な
い
恋
と
心
中
反
省
す
る
も
の
の
抑
え
難
い
恋
心
に
当
惑

し
な
が
ら
、
若
気
に
任
せ
る
万
葉
老
人
を
愉
快
に
思
う
。
勿
論
、

恋
に
老
若
は
関
係
な
い
。

　さ
て
、
読
者
諸
氏
の
解
釈
は
い
か
が
か
な
？

　万
葉
の
歌
は
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
た
の
し
い
。

 

（
万
葉
研
究
家
）

　一
首
で
異
な
る
歌
境
に

　
　何

と
も
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
だ
。
本
当
の
こ
と
を
言
い
な
さ

　
　い

!!

　何
時
の
時
代
で
も
、
ど
ん
な
社
会
に
あ
っ
て
も
、
事
件
・
事
故

は
必
ず
起
き
る
。
こ
の
歌
は
、
そ
の
起
き
た
事
件
・
事
故
の
当
事

者
か
、
関
係
す
る
役
人
が
説
明
も
し
く
は
弁
解
し
た
言
葉
に
対
し

て
、
詰
問
、
責
任
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　〝
あ
づ
き
な
く
〟
は
上
代
語
で
、「
あ
ぢ
き
な
く
」
に
同
じ
。
無

遠
慮
だ
、
道
に
外
れ
て
い
る
、
乱
暴
だ
、
無
意
味
だ
、
お
も
し
ろ

く
な
い
、
な
ど
の
意
味
で
す
。

　禍
言
・
小
童
言
を
使
っ
て
煙
幕
を
張
っ
て
誤
魔
化
し
、
不
利
な

　 今 年 の 年 末 も

「赤い羽根共同募

金運動」が展開中

（来年３月まで）。

都内では昨年「都

民による都民のた

めのたすけあい」

と し て 11 億 円 超

の寄付金が寄せら

れ、社会福祉施設

などに配分されま

した。今後も変化

する社会福祉のニーズや大規模災害に対応して

まいります。募金の問い合わせ　東京都共同募

金会 ( ☎ 03-5292-3182)。

　ホームページは「東京の赤い羽根」で検索。

赤い羽根共同募金にご協力を

みそぎの郷 きこない
浅利文博センター長

　北海道新幹線木古内駅前にあり、北

北海道木古内町本町 338-14　
道道 383 号　TEL.01392-2-3161

海道の渡島西部 4 町、檜山南部 5 町観光の情報
発信、交通拠点として、観光コンシェルジュが常
駐。木古内町は 188 年も続く「寒中みそぎまつり」
の神事の町ですが、その他 9 町のお土産品はもと
より北海道銘菓も品揃えしております。

おおさき
千葉舞駅長

　巧みな水管理や生物共生などで世界

宮城県大崎市古川千手寺町 2-5-50
国道 108 号　TEL.0229-25-7381

農業遺産に認定された『大崎耕土』地域内の、市
街地にある珍しい道の駅です。防災広場やキッズ
プレイ広場も完備。大崎耕土で育った季節ごとの
新鮮野菜や加工品が豊富！ カフェでは地元食材
を使った『大崎ジェラート』等がおすすめです！

かもがわ円城
田原次郎管理部長

　県の南北を結ぶ道路交通の拠点、休

岡山県吉備中央町上田東 2325-1
国道 429 号　TEL.0867-34-1717

憩所。交流促進センターで、名物の円城白菜（11
月が旬）をはじめ地元産の新鮮な農産物、加工品
が販売されています。以前グランプリに輝いた猪
肉等のジビエ販売は依然人気があり、秋のシーズ
ンにはジビエ祭り等のイベントも行います。
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　秋
か
ら
全
国
道
の
駅
連
絡
会
の
事
務
局
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
阿
部
悟
と
申
し
ま
す
。
道
の
駅
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
、
従
来
の
任
意
団
体
か
ら
一
般
社
団
法

人
と
し
て
再
出
発
し
た
全
国
道
の
駅
連
絡
会
で
す
が
、

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
か
課
題
は
山
積
し
て
お

り
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　10
月
23
日
に
香
川
県
宇
多
津

町
で
、
法
人
化
後
初
の
全
国
道

の
駅
連
絡
会
総
会
が
開
か
れ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
道
の
駅
ま
つ

り
・
企
業
出
展
・
交
流
会
と
合

わ
せ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
約
１
０
０
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
国
で
初
め
て
開
か
れ
た
こ
の
総
会

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、「
道
の
駅
の
日
」（
４
月
22
日
）
と
、

こ
の
日
を
含
む
「
道
の
駅
週
間
」
の
制
定
を
決
め
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
来
春
初
め
て
の
「
道
の
駅

の
日
」
ま
で
半
年
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
日
を
ど

の
よ
う
に
し
て
社
会
的
認
知
度
を
高
め
、
盛
り
上
げ
て

い
く
か
、
大
き
な
宿
題
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　道
の
駅
の
発
展
・
充
実
は
日
進
月
歩
で
す
が
、「
道

の
駅
の
日
」
制
定
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
喜
ん
で
い

た
だ
く
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
に
な
る
で
し

ょ
う
。
道
の
駅
関
係
者
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
大
勢
の

方
々
か
ら
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
が
新
た
な
活

動
や
質
的
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
る
た
め
、

賛
助
会
員
の
皆
様
か
ら
の
事
業
提
案
を
生
か
す
仕
組
み

と
し
て
、事
務
局
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
」

を
設
置
、
経
営
機
能
・
収
益
機
能
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

新
た
な
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
道
の
駅
利
用

者
の
方
々
に
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
掲
載
情
報
を
充
実
さ

せ
、
道
の
駅
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　道
の
駅
利
用
者
や
地
域
の
方
々
の
期
待
や
信
頼
に
応

え
る
に
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
幅
広
く
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
る
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

全
国
道
の
駅
連
絡
会
事
務
局
長

　阿
部
悟

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感
想
・

意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０
２
―
０

０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１�

朝
日
三

番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
へ
。
令
和

２
年
３
月
20
日
（
金
）
必
着
。
発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提供：道の駅いいで
http://mezami113.com/�

提供：道の駅クロス 10 十日町
https://cross10.or.jp/�

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役社長）http://zeropage.jp

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
人
と
道
パ
ズ
ル

★ヨコの鍵 ★
タ
テ
の
鍵

１

　ｃ
ｍ
の
「
ｃ
」

２

　教
壇
に
立
つ
お
仕
事

３

　オ
モ
テ
の
反
対

４

　折
り
た
た
め
な
い
お
金

５

　怪
盗
〇
〇
〇
は
大
泥
棒
の
代
名
詞

６

　ト
ッ
プ
を
は
っ
て
ま
す

８

　旅
館
の
女
性
の
接
客
係

11

　明
る
い
の
は
左
と
逆
だ
か
ら
！
？

13

　振
り
返
ろ
う

14

　ボ
ー
ル
と
も

15

　ア
メ
リ
カ
が
ド
ル
な
ら
日
本
は
？

16

　魚
＋
里
＝
？

17

　さ
ぁ
、
踊
り
ま
し
ょ
う
♪

18

　働
き
者
の
代
名
詞

19

　ラ
イ
セ
ン
ス
と
も

20

　複
雑
に
考
え
な
い
で

21

　も
の
を
コ
レ
に
入
れ
て
運
ぼ
う

22

　手
の
ひ
ら
を
み
て
鑑
定

23

　き
り
た
ん
ぽ
は
、
〇
〇
〇
の
料
理
で
す

24

　ホ
ン
ト
に
薄
命
な
の
!?

25

　投
げ
た
り
ダ
ル
マ
作
っ
た
り

27

　ご
ほ
ご
ほ
っ

１　⇔後攻
４　温かいがホットなら、冷たいは？
７　当たるも八卦、当たらぬも八卦
９　コレかライスを選択ください
10　コレで特売チェック
12　難しく考えないで
14　引き分け
16　言葉に宿ってるパワーのようなも
　　の
18　不安にならないで
20　ピンから〇〇まで
21　長崎名物のお菓子といえば？
23　眠いときに出ちゃいます
25　豆腐を加熱してつくる膜といえ
　　ば？
26　ほら、すぐにできちゃう！
28　バランスよく〇〇〇〇に並べま
　　しょう
29　〇〇〇〇ブラックの馬主は北島三
　　郎さん

　「
歴
史
と
い
う
の
は
、
強
い
浸
透
力
を
持
つ
文
章
で
書
か
れ
る
と
、

読
ん
だ
人
間
を
動
か
し
、
次
の
時
代
の
歴
史
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

そ
れ
が
で
き
る
人
が
『
歴
史
を
作
る
歴
史
家
』
な
の
で
す
」

　磯
田
さ
ん
は
、
そ
う
し
た
類
ま
れ
な
歴
史
家
の
ひ
と
り
が
司
馬
遼
太

郎
さ
ん
だ
、と
い
う
。
歴
史
学
者
で『
無
私
の
日
本
人
』『
武
士
の
家
計
簿
』

な
ど
多
く
の
優
れ
た
作
品
も
出
し
て
い
る
磯
田
さ
ん
が
、
司
馬
さ
ん
の

小
説
を
読
み
出
し
た
の
は
小
学
５
年
生
の
頃
。
浪
人
時
代
に
知
人
か
ら

『
播
磨
灘
物
語
』
を
も
ら
い
、
主
人
公
の
黒
田
官
兵
衛
は
「
司
馬
さ
ん

の
自
画
像
」
だ
と
思
っ
た
。
大
学
で
教
授
が
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
一

節
と
司
馬
遼
太
郎
の
『
項
羽
と
劉
邦
』
の
一
節
を
コ
ピ
ー
し
て
原
点
と

小
説
と
の
違
い
を
細
か
く
説
明
す
る
講
義
に
深
く
感
動
。
そ
れ
か
ら
は
、

司
馬
作
品
を
読
む
と
き
に
は
、
作
品
の
下
敷
き
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
原

典
資
料
を
読
ん
で
か
ら
作
品
に
向
か
っ
た
、
と
い
う
。

　戦
国
か
ら
幕
末
・
明
治
の
変
革
・
動
乱
の
時
代
を
描
い
た
司
馬
作
品

に
は
、
日
本
と
日
本
人
の
二
面
性
の
よ
う
な
も
の
が
鋭
く
現
れ
て
い
る

と
磯
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
合
理
的
で
明
る
い
リ
ア
リ
ズ
ム
を
持
っ
た
、

何
事
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
正
の
一
面
。
そ
し
て
権
力
が
過
度
の
忠
誠
心

を
要
求
し
、
形
式
主
義
、
上
意
下
達
で
動
く
負
の
一
面
。
こ
の
二
面
性

を
持
っ
た
日
本
人
の
原
型
は
、
濃
尾
平
野
に
生
ま
れ
た
権
力
『
国
盗
り

物
語
』
の
世
界
に
始
ま
り
『
坂
の
上
の
雲
』
に
行
く
つ
く
、
と
言
う
。

　司
馬
小
説
の
主
人
公
は
、
正
の
一
面
を
強
烈
に
持
っ
た
人
々
、
今
ま

で
の
歴
史
に
お
い
て
脇
役
に
置
か
れ
て
い
た
人
た
ち
だ
、
と
筆
者
は
思

う
。
司
馬
さ
ん
は
20
歳
で
陸
軍
少
尉
の
戦
車
隊
に
従
軍
、
戦
後
新
聞
記

者
に
な
り
、
や
が
て
作
家
と
し
て
自
立
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
『
竜
馬

が
ゆ
く
』
な
ど
の
大
作
を
書
き
始
め
、『
坂
の
上
の
雲
』
は
68
年
の
高

度
経
済
成
長
期
に
連
載
が
開
始
さ
れ
た
。

　「
戦
後
日
本
の
特
徴
は
歴
史
的
に
語
る
な
ら
ば
、
激
し
い
経
済
成
長

を
も
た
ら
し
た
時
代
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
を
伴
っ
た
大
衆
社

会
を
実
現
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
…
…
司
馬
さ
ん
は
そ
の
作
品
世

界
を
大
量
の
著
書
に
よ
っ
て
国
民
に
供
給
し
て
く
れ
ま
し
た
。
…
…
日

本
人
の
多
く
は
司
馬
作
品
を
通
じ
て
日
本
の
歴
史
に
接
し
、
そ
の
歴
史

観
を
作
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」

　磯
田
さ
ん
が
指
摘
す
る
通
り
、
現
代
日
本
人
の
歴
史
を
観
る
眼
は
か

な
り
司
馬
さ
ん
の
影
響
を
受
け
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形

成
に
浸
透
し
て
い
る
。
本
書
最
終
章
で
指
摘
す
る
負
の
一
面
性
が
支
配

し
た
「
鬼
胎
の
時
代
」（
軍
国
主
義
の
時
代
）
が
生
ま
れ
た
歴
史
も
司

馬
さ
ん
の
作
品
世
界
か
ら
学
ん
で
お
く
こ
と
が
大
事
だ
。�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

56 号の正解は
「ミチノエキメグリ」

司馬遼太郎で学ぶ
日本史

磯田道史著
ＮＨＫ出版新書

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語を
ＡＢＣ順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のとき
は抽選）に記念品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほ
か、①氏名②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味
⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記事⑩感想・意見を記入してくだ
さい。送り先は〒 102-0075�東京都千代田区三番町 7-1�朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。令和２年２月 29 日（土）必着。発
送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以
外の目的には使用しません。

★
蔵
王
の
お
み
や
げ
人
気N

o
.1

「
樹

氷
ロ
マ
ン
」
を
10
人
に
。

　樹
氷
に
思
い
を
よ
せ
、
ち
ょ
っ
と

堅
め
の
ウ
エ
ハ
ー
ス
の
よ
う
な
ク
ッ

★
雪
国
の
贈
り
物
「
十
日
町
産
岩
沼

コ
シ
ヒ
カ
リ
」（
１
㌔)

を
５
人
に
。

　豪
雪
が
も
た
ら
す
ミ
ネ
ラ
ル
の
多

い
清
涼
水
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
生
む

弾
力
性
あ
る
味
。
生
産
者
が
手
間
を

惜
し
ま
ず
愛
情
を
込
め
育
て
た
、
美

「
道
の
駅
の
日
」
を
広
め
る
活
動

キ
ー
に
、
ホ
ワ

イ
ト
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
た
っ
ぷ

り
サ
ン
ド
。
年

代
に
か
か
わ
り

な
く
愛
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

提供：NPO 人と道研究会
� �http://www.route-press21st.jp

★
「
道
の
駅
の
経
済
学
」（
勁
草
書
房
）

を
10
人
に
。

　道
の
駅
を
通
し
て
地
域
社
会
の
振

興
と
経
済
活
性
化
を
研
究
し
た
、
実

証
的
、
計
量
的
分
析
。
松
尾
隆
策
東

洋
大
客
員
研
究
員
、
山
口
三
十
四
神

戸
大
名
誉
教
授
の
共
著
。

し
い
、
ご
存
じ

ブ
ラ
ン
ド
米
で

す
。

むかわ四季の館
伊藤由里子支配人

　健康増進を目的とした温泉や温水

北海道むかわ町美幸 3-3-1
国道 235 号  TEL.0145-42-4171

プール、トレーニングジムや図書室、大ホール、
宿泊施設を備え、観光客だけではなく町民も訪
れる複合施設です。売店では特産品のししゃも
を使ったししゃも昆布巻きやししゃもだし醤油な
ど、ここでしか買えないオリジナル商品が好評。

野沢温泉
星野昌誉駅長

　国内外で人気のスキー場や温泉街か

長野県野沢温泉村虫生 2375
国道 117 号　TEL.0269-67-0767

ら近い農村地域に立地しています。本場の野沢菜
漬けや、郷土料理研究会とのコラボメニュー、野
沢菜を使った「117っ葉カレー」（いいなっぱカ
レー）がおすすめ。村独自ブランド商品「野沢温
泉物語」、新鮮野菜や果物の直売所も好評です。

あかいがわ
岩井錠治副館長

　札幌圏とニセコ道南エリアを結ぶ羊

北海道赤井川村都 190-16
国道 393 号 / 道道 36 号  TEL.0135-34-6699

蹄山眺望ドライブルートにあり、赤井川産のお米
（ゆきさやか）を使ったジェラートや焼きたてパ
ンが好評。カルデラ盆地特有の寒暖差に育まれた
特産のとうもろこし、南瓜、トマト、じゃがいも、
パプリカ、トルコキキョウなども直売します。
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流氷街道網走
水谷洋一駅長

地元のお土産品の販売コーナーや、

北海道網走市南 3条東 4丁目
道道網走港線　TEL.0152-67-5007

ご当地グルメ「網走ザンギ丼」「あばしりちゃん
ぽん」「流氷カリー」などの味覚を楽しめるフー
ドコートがあります。1 ～ 3 月の冬期間は、流氷
観光砕氷船「おーろら」の発着場としても利用さ
れ、国内外から多くの観光客が訪れています。

なかじまロマン峠
後藤恵駅長

能登半島のほぼ中央にあり、国指定

石川県七尾市中島町中島二部 1-19
国道 249 号　TEL.0767-66-0155

無形民俗文化財「お熊甲祭」の深紅の枠旗をか
たどった照明灯が目印。地元の野菜、手づくり
漬物など特産品の販売、お弁当や総菜バイキン
グなどを楽しめます。地の中島菜を使ったうど
ん、ソフトクリームが人気です。

小松オアシス
宮本拓郎施設長

　松山道石鎚 SA からも利用可能なハイ

愛媛県西条市小松町新屋敷乙 22-29
国道 11 号　TEL.0898-76-3111

ウェイオアシス。特産品市場、レストラン、温泉
などに加え今夏、アウトドア活動促進を目指し
て複合施設「モンベル アウトドアオアシス石鎚」
がオープンしました。クライミング体験やキャン
プ場、モンベルストアなどを併設しています。
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